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司
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η
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へ
一
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亘

一
上

ー
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ず
/

/

.

1
'
/

、

/
/

出
イ
号
火

一

1
 
●
 
1

一
」工

ι

L

゛

T

1

鬼

き

⑪
れ
の
、
会
議
所
に
お
い
て
も
会
員
の
拡
充
と
併
せ
て
所
管
経
済
地
域
に
亘
る
機

能
の
浸
透
に
つ
い
て
は
共
通
し
た
問
題
を
か
X
げ
て
し
る
の
で
は
な
小
ろ
う
小
。

野
人
厶
俄
所
の
災
恬
も
'
Υ
心
に
小
し
た
私
の
感
じ
ば
削
類
に
属
し
て
し
る
と
や
え
よ

う
会
U
L
炉
ν
加
と
会
議
所
の
仙
仙
仙
命
云
々
上
不
可
分
の
関
系
な
り
と
七
え
た

、
0

と
中
す
の
は
当
へ
議
助
の
悦
野
ι
分
析
し
た
と
き
余
り
に
も
多
く
の
末
加
入

L業
者
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
私
に
は
残
念
で
あ
り
族
し
く
て
な

0

0
 
0
 
0

』
な
い
。
勿
前
人
フ
U
迄
加
人
へ
の
誘
し
の
努
力
を
云
々
し
な
し
'
乎
ろ
相
と
も
に
練

膨
に
過
去
を
膽
み
反
省
上
剛
進
へ
の
踏
み
六
と
し
た
い
。
*
し
当
お
よ
人
口
N
U

セ
一
、
一

小
の
成
R
都
市
で
あ
り
県
,
h
所
在
地
で
あ
る
。
 
U
下
奈
良
に
ふ
さ
b
し
い
へ
裁
所

の
建
設
も
具
悦
し
つ
X
あ
る
今
が
大
き
な
チ
十
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
最
近
は
さ
Σ
や

力
な
る
私
途
の
仕
出
に
し
て
も
器
と
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
を
痛
感
せ
し
め
ら
る
世
恬

て
あ
る
。
こ
の
際
こ
の
吽
機
に
あ
ら
た
め
て
火
き
な
視
野
に
立
脚
し
秀
え
努
力
し

一
層
琳
力
あ
る
<
厶
議
所
へ
と
逸
准
子
る
と
と
が
当
面
の
責
務
で
は
な
か
ろ
う
か
。

介
向
精
版
印
刷
制
礼
長
当
所
常
議
員
)

手

t
ゞ

←

倉

1

人
口
著
増
と

当
会
議
所

4

ー
ー
'
ー
ー
ー
レ
ー
ー
ー
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ー
ー
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沸
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R
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わ
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枦
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辻
魯
払
の
一
捕
改
辻
オ
に
関
し

聖
所
噺
髮
曼
お
役
員
き
ま
る

人
議
所
の
う
こ
き

1お知ら
せ
叉
建
考
用
御
g
期
に
つ
4
て

小
小
企
業
庁
だ
よ
り

1
川
乢
巳
1
U
丕
晋
ε
女
生

想
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一
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^
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^
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コ
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.
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パ
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m
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昭
和
四
十
六
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
を
決
定

1
第
四
十
五
回
議
員
総
会
1

'
第
四
十
五
側
賢
総
会
け
、
去
る
三
"

十
三
日
午
駒
十
岫
か
ら
春
日
ホ
テ
ル
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
朋
催
、
必
日
は
大
森
<
司
議
長
と
な

り
次
の
通
り
各
議
案
を
快
垂
編
議
さ
れ
た
。

先
ず
帳
告
*
唄
に
入
り
、
和
光
雰
咽
山

片
★
店
長
栄
松
に
什
な
し
成
川
有
年
氏
着
任
。

野
村
一
雰
愉
田
中
十
僑
業
松
に
伴
な
い
林

亭
氏
活
任
。
側
恊
和
銀
行
嶺
乎
支
店
長
栄
帳
に

件
な
い
川
ネ
兇
屶
氏
着
仔
。
側
日
本
交
通
公
社

栗
畑
十
X
店
長
退
職
に
伴
い
松
謡
夫
氏
着
任
。

そ
れ
ぞ
れ
当
所
議
貝
に
就
任
の
旨
帳
告
あ
り
一

同
了
承
L
た
。

次
い
で
恊
誠
*
誓
入
り
、
昭
和
四
十
六
年

度
事
業
乱
画
(
案
)
及
び
一
般
会
叢
支
予
算

(
案
)
を
署
轡
れ
、
原
案
通
り
可
決
秀
智

れ
た
。
又
系
維
の
件
に
つ
い
て
は
、
大
森

会
顕
よ
り
種
六
話
説
明
の
あ
っ
九
後
、
県
の

中
小
<
業
系
建
啓
苦
し
て
轟
も
経
済

四
団
件
と
き
こ
の
焚
口
施
設
内
に
入
る
よ
う

共
向
歩
調
で
進
む
こ
と
に
な
り
、
一
同
こ
れ
を

了
承
し
た
。
第
六
回
優
良
従
黄
表
詔
つ
い

て
は
翻
説
明
あ
り
一
同
了
承
さ
れ
、
午
後
一

岫
よ
り
授
り
式
を
挙
村
し
九
。(

器
式
は
別
掲
)

昭
和
四
十
六
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針

ネ
年
度
の
わ
が
住
経
済
の
動
向
は
畔
穿
十
刀

末
の
公
定
歩
合
引
下
げ
、
'
史
に
本
年
一
月
の
再

引
下
げ
等
好
丸
の
テ
コ
人
れ
策
に
ょ
り
著
し
い

変
剰
も
な
く
、
徐
々
に
安
定
成
長
の
過
祥
を
た

ど
る
も
の
と
吉
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
か
ら
現
卜
の
経
済
界
ば
世
界
的
な

流
動
の
中
に
あ
っ
て
色
握
な
資
本
の
自
山
化
、

国
際
化
を
せ
ま
ら
れ
国
内
的
に
は
恬
報
化
・
技

術
革
新
の
急
進
、
更
に
は
深
刻
な
労
働
力
の
逼

一
^
、
^
^
の
叩
^
^
、
^
^
^
^
の
^
革
、
ま
^

公
害
対
策
等
幾
多
の
制
架
山
積
し
、
厳
し
い

環
境
の
中
に
あ
り
奈
良
経
済
界
に
発
い
て
も
例

外
で
な
く
、
本
商
工
△
裁
所
は
内
外
の
謂
佶
勢

を
者
応
し
つ
つ
地
域
内
竺
業
の
奨
口
的
な
改

ル
完
展
を
は
か
り
地
擡
業
の
全
般
的
な
振
興

に
努
め
る
ぺ
く
昭
和
四
十
六
年
度
の
重
点
事
業

を
中
核
と
し
て
、
次
の
通
り
事
業
活
動
を
進
め

る
も
の
と
す
る
ナ

事
業
目
録

一
、
会
議
所
基
盤
及
び
機
能
の
強
化

本
所
は
地
域
奨
口
経
済
団
休
と
し
て
需
次

な
如
術
を
果
し
て
い
る
が
、
本
年
度
は
従
来

に
も
立
し
て
会
員
に
親
L
ま
れ
る
会
議
所
と

し
て
、
会
辧
利
用
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
会
員
相
互
の
連
絡
を
樂
密
化
し
て
一
層
会

活
発
に
推
し
進
め
る
。
一
方
部
会
に
つ
い
て

は
目
覚
し
い
経
済
発
展
に
と
も
な
う
産
業
界

の
変
譜
む
し
て
新
時
代
に
即
応
し
た
活

動
が
出
来
る
よ
う
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
会
員
の
増
強
を
積
極
化
し
、
会
議
所
基

盤
の
強
化
に
努
め
る
。

ニ
、
会
議
所
会
館
の
建
設

案
の
会
議
1
館
の
建
譜
つ
い
て
は
、

商
一
*
者
給
集
と
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た

鬮
及
ひ
行
政
庁
等
の
委
託
*
業
の
多
様
化
に

対
処
し
経
済
界
の
中
枢
機
関
と
し
て
兎
紫

的
な
会
魚
の
必
聾
性
力
ら
そ
の
茶
盤
と
な
る

ー
ー
;
,
』
ー
]

会
館
建
設
に
積
極
的
に
取
組
み
会
員
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
は
か
る
。

一
二
、
産
業
経
済
政
策
に
関
す
る
意
見
活
動
の
強

ヒイ内
外
の
経
済
環
境
が
極
め
て
厳
L
い
恬
勢

下
"
お
い
て
奈
良
経
済
界
の
動
向
を
摺
握

し
、
財
政
、
へ
散
、
税
制
、
沈
通
、
八
含
対

策
等
に
つ
い
て
委
員
会
、
部
会
活
動
を
通
じ

総
合
杓
力
つ
'
ム
或
"
な
意
見
活
剰
を
貞
極
が

に
強
化
す
る
。

四
地
域
経
済
開
発
な
ら
び
に
都
市
再
開
発
の

促
進

^
^
^
^
^
^
^
ら
、
^
^
^
^
^
^
^
^

C'

一
脚
優
良
従
業
員
表
彰
式
盛
大
に
挙
行
凶

一
'
年
以
上
勤
続
者
に
賞
状
記
念
品
を
贈
呈
=

、
弐
五

の

一

J
1

4
3

,

子

リ1

年
年

和
和

&
は
人
な
り
の
鉄
則
通
り
再
水
業
所
に
効
務
t
る
従
業

f
の
剃
W
一
欲
の
向
上
と
そ
四
、
鉾
性
向
上
に
資
す
る
た
め
当

可
で
蟻
る
三
打
十
三
Π
(
土
)
午
後
一
吽
よ
り
そ
の
功
ψ
嶺

6
7
4
4

リ
ロ
リ
U

り

」
.

、
】
Z
上
ι
凡

目
ご

費
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男一

』

章
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道
昭
夫

政
司

●
,
ト

嚇
公

2

柴

3

の

1一、

4

勺

入

5

金
金
入攻業、

r
ト斗

一

一

6

担

}1

会
負
交

一
一

3

7

、
、

五
心
嘉
f
、

'

、
 
r

女1

〒
、

卓
=
キ
モ

8

0
 
1
 
2

ー
ー
ー

ゞ
」
晶

"

」

▽

1

9

.
'
一

ノ

.

十
甲

二
十
九
年

二
十
八
年

二
十
四
年

二
十
三
年

2

一

、

於
春
H
ホ
テ

3

゛
゛

一
:
U

一
]

、

一

斧
従
業
員
五
十
六
名
(
男
子
四
十
九
名
、
女
子
七
名
)
に
対

し
盛
大
な
表
彰
式
を
挙
行
L
、
賞
状
祀
<
除
を
贈
呈
し
た
。

式
は
当
所
小
村
噂
務
理
水
が
司
会
、
大
森
会
頭
は
祝
部
と
し

て
、
、
李
責
任
J
釜
ん
じ
て
黙
々
と
Π
己
の
職
務
に
精
励
、
技

術
の
改
・
共
"
則
質
の
改
養
牛
産
性
の
向
上
に
努
め
た
こ
れ
ら

従
業
員
に
感
謝
の
草
」
表
す
と
共
に
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
生

力
し
て
尚
一
層
粘
励
す
る
よ
う
激
功
L
た
。

又
来
買
と
し
て
出
'
邪
し
た
鍵
果
良
市
長
は
良
己
の
休
験
を

通
じ
た
審
川
を
も
と
に
そ
の
功
織
を
讃
え
今
後
の
精
進
を
願
う

意
味
の
祝
部
を
述
べ
、
従
巻
貝
一
同
厳
粛
な
中
に
も
肖
ぱ
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

優
良
従
業
員
被
票
員
者
疲
称
堕

◇
男
子
の
部

辻

0
 
心
オ
'
ム
¥
『
古

三
十
八
年

0
松
脊
堂

片
野

ガ

0
奈
良
交
通
鵠

北
西

0
近
畿
日
本
鉄
道
側

寺
田

0
共
同
精
版
印
刷
帥

山
中

0
文
明
精
機
工
業
佛

中
島

0
鵠
大
谷
商
店

山
田

2

( 炉

J

.

5

合

6

7

一

な

y

画
の
う
ち
に
船
け
る
奈
良
小
の
産
業
経
済
を
広
域
的
視
野
か

ら
検
村
し
て
地
城
経
済
開
発
を
促
進
す
る
。
ま
盲
大
寺
に

お
け
る
新
シ
"
ツ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
の
進
出
に
伴
い
流
通
革

新
下
に
翁
い
て
ケ
ー
ス
と
し
て
当
助
条
良
曲
菜
沽
効
岡
整

恊
議
会
並
ひ
に
商
前
整
懇
談
会
を
設
雌
し
共
仔
共
栄
の
上

に
万
全
の
対
策
瓢
じ
る
も
の
と
t
る
。

五
観
光
事
業
の
振
興

国
際
文
化
伺
小
と
し
て
わ
倫
古
文
化
財
観
光
の
優
位
に

あ
る
奈
良
の
立
場
力
ら
歴
兜
的
風
士
の
保
全
観
光
資
源
の

辿
止
な
朋
発
に
重
入
菱
お
き
産
業
開
発
と
の
山
和
を
は
か

り
、
道
各
、
駐
ψ
場
、

交
通
卸
宿
泊
t
轡
観
光
'
継
の

整
例
促
進
、
国
深
親
剪
増
進
等
産
業
観
光
の
振
興
を
は
か

た
め
に
当
る
該
部
会
を
通
じ
愆
見
の
粘
集
と
観
光
行
政
へ
の

棚
力
を
促
進
す
る
と
と
も
に
観
光
士
・
光
Ⅱ
Ⅲ
の
声
価
可
上
対
飛

智
弁
般
に
亘
る
観
光
対
策
の
万
全
を
剣
す
る
も
の
と
す
る
。

六
、
一
届
凧
労
働
対
策
の
強
化

労
働
力
丁
足
は
、
力
年
労
働
力
を
小
心
に
深
刻
化
し
、
侍
こ

小
小
企
業
に
あ
っ
て
は
労
働
力
の
確
保
は
今
や
企
蔆
群
川
上

の
城
重
要
課
題
に
な
り
つ
つ
ぁ
る
に
鑑
み
、
 
M
極
的
に
求
人

俳
拓
*
業
推
進
を
す
る
こ
の
た
め
奈
良
市
奈
良
公
共
職
楽

安
所
及
び
当
所
の
構
成
に
ょ
る
儒
問
綴
竺
を
活
兆

に
開
催
し
て
そ
矣
効
を
促
進
す
る
。

更
に
こ
れ
と
関
連
L
て
傘
内
労
滴
管
理
の
近
代
化
を
は

か
る
た
め
各
種
誥
習
会
、
福
判
*
業
等
労
務
改
善
事
業
を
荷

極
的
に
松
す
る
。

七
、
公
害
対
策
裏
業
の
推
進

公
害
問
題
に
対
す
る
社
会
的
要
曹
対
処
す
る
た
め
公
害

刈
策
委
員
会
を
中
心
に
水
賀
禽
・
騒
音
・
大
気
汚
染
鴛

公
防
止
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
県
市

等
関
係
機
関
と
協
詞
し
つ
つ
生
活
環
境
の
保
全
と
地
場
産
業

の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
。
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デ

木
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十
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ノ
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、
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ゾ
リ
^
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^
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ゞ
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b
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オ

い
川
木
常
屶
氏
、
壽
任
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
"
本
氏

が
後
任
議
貝
と
し
て
就
任
さ
れ
当
所
郡
た
ど
W
力
十

さ
る
水
こ
な
り
ま
し
た
。(

昭
和
四
十
六
介
一
打
四
日
)

'
、
4

ノ

ご

}
ノ

y

十
二
年

O
 
f
、
 
1
 
十
.
イ

0
関
栗
屯
力
鵠
が
良
★
店
仏
喋

0
共
同
精
版
叶
肺
鵠

0
咽
九
、
小
艮
大
丸

山
木

0
岡
奈
良
明
新
礼

に
つ
い
て
特
別
の
便
益
を
芋
え
る
こ
と
を

、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、

一
野
珸

五
午

五

午

、

錦
九
そ
の
他

倒
及
び
都
道
府
県
は
、
必
要
な
指
導
及
び

助
言
を
行
な
う
も
の
と
す
る
ほ
か
、
轡
の

徴
収
等
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
も

の
と
す
る
こ
と
"

゛

J

ノ
ノ

1

0
関
西
小
屯
力
^
^
小
良
1
X
占

帥

鵬

Π
本
交
趣
公
社
<
小
§
業
所
長
番
勇
氏
の
ご
退
任

に
件
な
い
松
木
義
火
氏
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て

松
入
氏
が
後
任
議
員
と
し
て
就
任
さ
れ
当
所
淫
山
に
御

協
力
干
さ
れ
る
市
に
な
り
ま
し
九
。
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四
十
六
年
二
月
二
十
二
日
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ノ

ノ

、

明
元

次
郎

義
雄

隆
三イ

一
少

二
「
中
小
<
業
者
」
と
は
、
次
の
岩
を
い

0
査
交
通
朔

一

ノ

二
十
系

二
十
示

二
士
一
、
匂

ニ
ー
三
q

杉
井

暫
円

り
.
ー

0
鵠
瓦
宇
工
業
所

0
鵬
喜
多
ネ
占
奈
良
及
苫

0
鵠
Ψ
井
真
焚
館

月
業
の
額
又
は
豐
四
籍
か
五
千

万
円
以
下
(
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
あ

つ
て
は
一
千
万
円
以
下
)
の
会
詑
び

に
従
菜
員
の
数
が
三
Π
人
以
下
(
商

柴
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
あ
っ
て
は
五
十
人

以
下
)
の
会
社
及
び
仙
人

山
<
業
組
介
及
び
恊
業
細
合

讐
打
{
張
業
の
指
定
及
び
計
画
念
定

、
J
1

上
1
言
1
,
全
至
互
1
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ξ
'
三
-
ー
'
子
'
ー
ー
,
壬
亘
1
-
,
雪
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ー
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十
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飯
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整
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鵠
八
尾
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所
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子
乎
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0
佃
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^
ψ
一
呈
^
果

0
劣
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延
畿
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山
動
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0
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帝
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ー
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奈
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支
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0
奈
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'
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,
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タ
ニ
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チ
汗
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00
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鉄
工
鵠

0
側
公
益
社

0
 
内
.
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工
業
淘

0
帝
産
オ
ー
ト
鵬

奈
良
支
店
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"
十
竹
コ
ソ
ク
リ

】
ト
エ
業
鵬

ヤ
マ
ト
機
械
工
業
鵠

0

◇
女
子
の
部

O
H
木
メ
織
工
y
偶

0
六
、
小
艮
織
物
佃

0
鵠
浅
沼
織
奈
良
W
樂
可

0
富
士
易
両

0
近
鉄
観
光
側

ウ
エ
ス
ト
里
建
股
側

00
近
鉄
観
光
佛

↓
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う
0

'

一
十
六
年
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干
二
年
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下
二
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高
垣
米
徐
郎

米
川
昇
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-
M

(

弭

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
な
ら
び
に
中
小
企
業
特
恵
対
策
臨
時

措
置
法
の
制
定
に
関
し

ケ
ー
イ
「

.

.
一

(

三二

ハ
介
原
増
美

吉
川

ー
'

九

肇

七

訂
 
1
、

矛
,
」
カ

.
ニ

ノ
ー

ー
,

十
二
年

斬
七茂

美
治潔

0
 
働
イ
ワ
イ
の
。
ハ
ソ

H
本
商
〕
公
礒
所
で
は
ブ
刀
1
八
H
吟
山
＼
ト
ニ
N
上
"
父
厶
を

^
^
し
^
^
^
^
^
^
b
^
^
^
し
^
^
^
こ
^
削
^
し
^
。

ノ
ー

1

三ノ
ー

長
・
,
、
川
土
¥
一

1

、
発
U
N
C
T
A
D
竿
摸
粂
と
な
っ
て
い

^
^
^
^
^
の
^
ト
^
^
^
し
、
^
^
、
^
ル
^
^
^
寸

の
一
剖
を
改
正
す
る
法
律
案
が
今
凶
会
に
提
案

さ
れ
た
こ
と
は
、
「
貿
易
を
通
ず
る
経
済
恊
力
」

を
す
す
め
、
発
展
ソ
心
上
■
田
の
経
済
自
'
y
を
凶

^
"
^
^
^
ら
、
^
^
^
^
、
^
一
^
^
^
^
^
^

り
、
 
H
本
商
工
<
厶
議
所
と
し
て
も
鴛
思
を
表
す

る
汰
錦
で
あ
る
。

^
^
^
^
^
屑
^
^
b
リ
^
よ
り
U
^
^
J
^
d
^

け
る
ヰ
小
<
業
き
対
し
て
碑
洗
助
抽
置
を

論
ず
ぺ
き
こ
と
も
し
ば
し
帳
メ
望
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
ガ
今
回
ヰ
d
介
粂
井
山
対
策
喩

岫
抽
叩
鞭
築
か
あ
力
せ
て
今
凶
会
に
提
出
さ

^
^
^
H
、
り
一
、
^
^
^
k
^
^
^
^
ロ
^
^
^
ヒ
一
^
.
^

し
、処

し
、
ヰ
小
企
業
者
等
が
打
な
う
*
業
の
松
換

を
円
溺
に
し
、
近
代
化
を
促
進
す
る
等
の
措
置

を
講
じ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
適
功
な

鼎
識
で
あ
る
と
考
え
る

よ
っ
て
、
'
襄
案
が
速
や
か
に
今
国
会
に
船

い
て
成
立
す
る
よ
う
要
望
す
る
と
と
も
に
、
ニ

5

宏

年

八

き
1

要
望
書

久
史

昌
夫

七
年

八

.

.
一

ノ
」

一ノ
」

そ
織
通
の
あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

鎗
五
中
d
企
業
信
用
保
灸
法
に
ょ
る
姑
悪
関

連
保
証
昇
例

^
d
^
^
^
^
^
リ
^
^
^
^
^
^
^
^
^

証
井
例
を
設
け
る
こ
と
。

^
寸
^
^
^
^
^
^
ψ
^
と
^
^
^
^
九
コ
と

す
る
。

一
て
ん
傑
葦
1
の
八
0
と
t
る
,

.
二
保
険
料
を
通
券
三
分
の
二
と
す
る
。

雙
ハ
課
税
の
噛
佃

^
一
^
ナ
^
^
f
訂
^
う
ヰ
d
^
^
^
^
、
ガ
、
判
ゆ
一
^

計
画
に
従
っ
て
廃
東
又
は
優
波
す
る
減
仙
償

却
資
産
の
償
却
に
つ
い
て
は
、
胤
税
特
別
措

匙
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
り
、
"
別
の
拙

雌
瓢
ず
る
こ
と
。

第
七
近
代
化
施
策
の
推
進

国
及
び
都
道
的
県
は
、
-
4
<
業
者
の
小

業
の
転
換
を
門
滑
に
す
る
た
め
の
批
識
と
あ

わ
せ
て
、
中
小
企
業
の
近
代
化
を
促
近
す
る

た
め
必
要
な
措
置
を
適
切
編
ず
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

^
^
^
^
^
^
^
^
・
^
^
^

W
、
小
小
企
業
の
従
水
者
の
職
業
及
び

生
活
の
安
谷
資
す
る
た
め
、
職
箭
練
の

災
施
、
航
職
の
あ
つ
せ
ん
そ
の
他
の
措
匙
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
,

n
」'

、

"
.

町
プ

六
ゞ
.

ノ
」

十
示

1
-

ノ
ι
,

上
一
M

介

.

五五
午

五五五
才
.1ノ←

秀
緋元

.

干ノ」

森
芳
太
郎

栗
原
春
川

小
西

1ノ'

ト
ニ
午

'

た
め
、
当
該
水
業
を
行
な
う
相
当
数
の
小

小
企
業
者
皐
業
活
動
に
十
随
か
生
じ
、

X
は
生
ず
る
船
そ
れ
が
あ
り
、
当
宗
業

を
h
な
う
小
小
<
業
者
の
小
業
の
転
換
を

門
削
に
す
る
こ
と
が
、
村
に
髭
メ
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
中
小
<
業
近

代
化
審
雙
お
意
見
を
き
い
て
、
当
設
水

業
を
「
特
定
水
業
」
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

二
特
条
業
に
つ
い
て
*
努
授
を
行

な
お
う
と
す
る
中
小
企
業
者
は
、
小
業
の

^
^
^
^
^
る
討
^
^
^
^
^
^
^
^
^

提
出
し
て
、
そ
の
計
画
釜
当
で
あ
る
旨

の
御
態
正
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

第
四
資
釡
の
確
保

凶
は
、
認
定
を
受
け
た
計
画
(
以
下
「
認

{
訴
幽
」
と
い
う
。
)
に
従
っ
て
事
業
の
転

換
を
行
な
う
の
に
必
要
な
資
金
の
確
保
又
は

小
野
堀
川

4

大
川
道
雄

れ
か
指
導
助
成
に
つ
い
て
万
遺
湘
な
き
ょ
う
射

段
の
配
戀
を
望
力
も
の
で
あ
る
"

ル
d
企
業
符
心
対
策
臨
時
措

匙
法
案
要
綱

卯
沙
1
の
U
y

こ
の
払
列
は
符
山
伊
り
に
ょ
る
影
剃
い
こ

対
処
し
、
中
小
企
業
の
成
長
発
展
を
凶
る
た

め
、
小
小
企
業
老
が
行
な
う
出
業
の
松
換
を

ド
洲
に
す
る
た
め
の
措
巣
寸
を
講
じ
、
国
民

経
済
の
他
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
こ
と
。

讐
用
語
の
定
義

こ
の
法
律
に
お
け
る
用
.
゛
の
定
裳
は
、
次

の
と
浦
り
と
す
る
こ
と
。

一
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特
恵
供
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と
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わ
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票
国
際
連
合
貿
易
開
発
会
議
の
決
煙

従
い
経
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が
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発
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あ
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国
若
し

く
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域
か
ら
輸
入
さ
れ
る
物
品
の
関
税
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当
所
常
設
委
員
会
の
役
員
き
ま
る

過
般
の
第
"
回
越
暴
会
に
於
い
て
設
置
の
き
ま
っ
様
記
常
設
委
員
会
は
運

営
委
県
菱
は
じ
め
に
次
々
と
開
竺
の
断
委
貝
長
を
次
の
通
り
選
任
し
た
。

◇
第
一
回
運
営
委
員
会

一
打
寸
六
日
午
市
サ
一
断
よ
り
当
票

ル
に
船
い
て
河
合
副
会
頭
、
中
村
専
務
理
*
、

犯
理
賣
他
七
名
が
出
席
し
て
第
一
回
器
委

県
キ
開
催
し
た
。

当
日
の
議
件
で
あ
る
正
型
岬
員
玉
に
関

し
て
は
種
々
協
曾
結
果
次
の
通
り
送
任
さ
れ

ナ0
^
^
^
^
田
^
^
耶
^
何
Ⅷ
^
乃
広

取

呈

こ
船
L
て
而
^
口
剖
^
も
^
ー
ト
中
^
1
小

上

林
委
員
他
十
一
名
か
出
席
し
て
第
一
鼎
用
対

策
委
貝
会
を
開
催
、
当
日
の
議
件
、
正
副
委
負

長
の
互
選
に
関
し
て
は
快
丞
に
恊
議
の
輩
次

の
通
り
送
任
さ
れ
た
。

0
姿
貝
長
上
林
安
彦
上
林
化
学
帥
社
長

、

.

"
J人

J
山゛

ι
二
、

的
な
進
出
企
業
と
既
存
企
業
の
交
錯
す
る
な
か

で
、
若
年
労
働
力
を
中
心
に
労
働
力
不
足
は
さ

ら
に
そ
の
度
を
強
め
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
労
働
力
不
足
を
基
調
と
し
発

用
蛾
力
に
対
処
し
て
県
に
お
い
て
は
、
職
業
船

介
関
係
業
務
釜
基
盤
の
充
実
を
は
か
り
、
学

主
嵐
の
磁
保
を
は
じ
め
、
虫
県
令
者
及
び

紺
人
衞
力
の
殖
語
克
用
促
進
、
技
能
労

働
者
の
養
成
、
磁
保
等
、
総
合
的
女
玲
対
策

の
推
進
を
柱
と
し
て
、
一
連
の
施
策
の
実
施
に

努
力
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
説
明
。

当
所
側
よ
り

ー
.
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

2
失
襟
険
受
給
者
倫
職
の
推
進

3
吉
田
刈
四
虎
止
等

寸
小
<
業
に
為
職
す
る
よ
う
行
動
指
導
を
進

め
て
欲
し
い
旨
要
望
あ
り
。

◇
第
一
回
経
済
政
策
委
員
会

^
打
^
^
日
、
^
前
^
塒
^
^
^
よ
り
ψ
^
^

^
ー
^
^
^
L
^
、
^
^
ロ
,
リ
^
^
一
^
^
^
.
^
^
^

^
^
^
^
^
本
^
員
他
^
名
ガ
出
常
L
て
芽

一
四
回
経
済
政
策
妥
貝
会
を
開
催
、
当
日
の
議

件
、
正
製
塁
の
互
誓
つ
い
て
機
誓

恊
誓
結
巣
次
の
通
り
述
任
さ
れ
た
。

於
^
門
^
.
^
^
^
一
^
^
^
^
N
^
^
^
^
h

社
長

.
リ
'
、
.
・
一
'
一
,
鼻
一

0
 
御
^
'
^
^
^
ソ
^
■
^
一
^
待
^
^
ソ
^
k
"
^
、
^

商
店
社
長

ガ
符
森
光
弘
奈
良
市
偏
用
金

0

川
蝉
亊
長

◇
第
一
回
雇
用
対
策
委
員
会

一
打
十
八
Π
、
午
后
一
吽
よ
り
当
所
ホ
ー
ル

一

一
,

~
一

ゞ
登

〕

一
、

ー
ー
ー
ー
書
1
-
ー
◆
1
-
,
ー
,
ー
ー
一
,
ー
'
毛

長

イ

'

、

^
§
'
淡
y
x
^
谷
^
一
^
●
心
^
一
ご

0
脚
委
員
長
乾
太
則
矧
奈
良
明
新
社
代

表
社
員

塚
人
袖
奈
良
石
油
卿
社
長

ガ

0

終
了
後
本
Π
の
ゲ
ス
ト
県
職
業
安
定
課
地
力

、
雁
用
副
画
官
吉
岡
π
治
氏
よ
り
当
、
面
の
求
人
那

情
と
題
し
て
概
要
汰
の
よ
う
な
1
脚
が
あ
っ

た
。

<
卓
話
>

ψ
二
卿
の
求
人
小
,
訂
こ
つ
い
て
本
県
も
そ
の
伊

に
も
れ
十
、
求
人
倍
*
も
二
、
三
倍
(
前
年

一
、
七
倍
)
と
な
り
、
大
阪
六
労
働
市
場
圈
に
隣

接
司
る
当
段
地
理
が
な
悪
条
件
と
、
近
代

掌

」

刀
二
十
二
臼
午
而
卜
時
よ
り
占
町
ホ
ー

ノ

一

一

゛

副
委
員
長
西
田
誠
宏
佛
あ
し
び
や
本

舗
社
長

ガ
植
田
聖
鄭
植
田
蚊
帳
咽
専

務
取
鞭

終
了
後
本
日
の
ゲ
ス
ト
関
西
電
力
鵠
奈
良
支

店
長
曽
原
一
郎
氏
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
電
力
供

給
の
課
題
」
と
題
し
て
概
要
次
の
よ
う
な
卓
話

ガ
あ
っ
た

<
卓
話
>

県
の
電
力
小
N
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
終
城
後
様
電
も
あ
っ
た
か
%
三
十
八

年
よ
り
は
停
電
も
な
く
な
り
四
十
三
年
迄
は
順

山
に
伊
給
山
来
た

し
か
し
四
十
五
年
か
ら
營
場
の
一
塒
剛
に

屯
力
危
犠
ガ
ー
わ
れ
て
い
る

こ
れ
は
以
前
と
は
逝
の
現
条
で
あ
り
、
こ
の

,
倫
は
冷
尾
血
嬰
の
微
琳
、
生
'
墜
ぎ
船
け

る
品
鴛
日
理
、
特
に
エ
ア
ー
コ
ソ
テ
ィ
シ
"
ニ

ソ
グ
、
職
場
環
境
の
整
鱗
寸
に
ょ
る
も
の
で
あ

Y
^
。
^
^
^
^
^
、
^
^
日
^
、
W
^
^
^
^
^
^
h
ぢ

確
し
て
い
た
。

X
、
選
力
は
貯
蔵
が
小
可
能
な
為
帛
に
絶
刈

雄
、
も
硫
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
済
成
暴
中

よ
り
も
^
屯
力
下
血
愛
の
^
ひ
*
ガ
玲
く
Ⅲ
^
ガ
あ

る
。
現
在
の
兆
電
と
し
て
は
水
力
、
火
力
、

.
ー
、
ー
ト
4

子
力
が
あ
る
が
火
力
が
大
き
な
ウ
エ
イ
を
占
め

て
船
り
泉
一
^
力
の
ウ
エ
イ
ト
ま
氏
い

0

火
力
梨
屯
の
燃
判
は
主
と
し
て
心
油
、
酒

灰
、
棟
加
で
あ
る
為
器
触
カ
ス
公
害
を
什
な

う
為
立
地
条
件
が
N
誓
な
る
。

災
こ
は
発
野
建
没
に
は
少
な
く
と
も
三
1

モ

'

一

.
、

五
年
を
要
す
る
の
霜
来
の
需
要
を
予
測
し
て

適
確
な
訓
画
を
す
る
参
が
あ
る
。

以
上
か
ら
し
て
四
十
六
年
夏
以
後
に
問
題
が

あ
り
原
f
力
^
一
^
が
^
一
^
に
の
る
^
^
一
^
^
^

迄
は
火
力
に
た
よ
ら
さ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
火
力
は
現
在
公
害
の
元
兇
の
如
く
云

b
れ
て
お
り
、
用
枇
保
は
し
た
が
建
設
出
来

な
い
と
い
う
現
状
で
あ
り
、
一
卦
倫
要
期
を

加
何
に
し
て
乗
り
切
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
電

力
供
給
Ⅲ
業
は
公
害
の
元
兇
と
い
う
よ
り
も
む

し
ろ
公
害
予
防
産
業
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
個
た
の
燃
料
<
尋
を
な
く
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
る
し
、
又
熱
効
率
の
面
か
ら

云
っ
て
も
相
当
な
プ
ラ
ス
で
あ
る
。

公
智
防
止
策
と
し
て
は

ー
、
煙
突
の
,
し
を
一
H
八
十
米
に
し
て
拡
散

さ
す
。

2
、
如
硫
酸
イ
オ
ソ
の
少
な
い
油
の
使
用
を

ぢ
え
る

0

災
に
器
力
需
.
姜
の
予
測
と
し
て
は
十
年
鬪

で
倍
に
な
る
と
考
え
て
鴬
り
、
そ
れ
の
繋
凧
費

飼
二
兆
七
千
符
傑
が
必
要
で
あ
り
資
金

朋
述
に
も
問
題
が
あ
る
。

◇
第
一
回
公
害
対
策
委
員
会 ●

】

駈

太
乳
が
^
.
、
 
J
、
ン

'
'
ι
,
ぜ
:
、
』
=

、
ニ

C

瓢

ノ
ν
>
、
イ
,
ノ
毛
<
ξ
く
 
0

ノ
,
ノ
、
ノ
゛
ノ
=
剖

W
 
.
'
七
,
.
、

j
票
ミ
主
1
々
二
を
窪
1
 
乙
三
影
イ
、
号
一
式
才
゛

4

委
員
長
近
東
弘
七
共
鼎
版
印
刷

鵠
社
長

.
急
^
、
、
^
邦

ー
ゞ
ニ
,

、
=

ナ
、
゛
ノ

J

圭

ノ
'
"

＼

>

キ
号
'
一

、
J
/
'
、
、
、
 
J
 
/
 
J

^
ヤ
、
ー
メ
,
、
ト
ニ
シ
ニ
・

一
]
ノ
ー
、
"
、
,

"
 
1
 
Y
＼
,
ノ
,
,

一

ニ
メ
、

一

"

J
'

里
旦
曽
原
一
郎
関
西
電
力
鵬
奈

良
支
店
長

製
員
長
春
田
明
次
春
山
工
業
鼎

長

終
了
後
木
日
の
ゲ
ス
条
'
艮
県
公
害
課
長
安

本
逹
司
氏
よ
り
奈
良
県
に
船
け
る
公
*
§
東
の

あ
ら
ま
し
と
題
し
て
概
要
次
の
よ
う
女
哩
叫
か

あ
っ
た
。

<
卓
話
>

芽
良
県
に
於
け
る
八
含
の
現
吠
は
他
胴
県
ほ

ど
劣
さ
は
出
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
と
い

つ
た
対
策
は
な
く
現
在
の
住
み
ょ
愉
蝿
の
保

全
に
全
力
を
つ
く
す
。
又
公
害
防
止
法
案
の
施

行
左
で
六
ケ
村
"
は
か
、
る
の
で
'
公
害

防
止
条
例
に
つ
い
て
も
姉
力
的
に
運
用
、
先
ず

は
そ
亀
他
着
乎
し
釜
・
祥
の
把
器
心

ト
曾
置
い
て
い
る
。

0
<
小
'
公
害
の
届
出
件
数

^
^
^
^
^
4
打
1
^
月
^

気
汚

四
0
件

二
三
件
-
0
件

一
＼
件

の

四
牛

-
0
五
件

討

公
害
に
つ
い
て
は
企
業
側
の
認
識
も
大
例
で

県
と
企
業
が
よ
く
話
L
合
っ
て
解
決
し
て
行
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

.

¥

樂
買
長
大
東
善
治
大
和
観
光
側
社

長

小
木

茂
市
'
和
住
宅
御
社

ガ

長

終
了
後
ネ
Π
の
ゲ
ス
ト
奈
良
而
企
画
部
長
高

緻
博
通
氏
よ
り
奈
良
山
の
呪
況
と
将
来
こ
つ
い

て
と
題
し
て
、
概
要
次
の
よ
う
な
●
叩
か
あ
っ

た
。

<
卓
話
>

奈
良
市
は
人
口
が
急
増
し
つ
X
あ
り
三
十
五

万
人
に
到
注
す
る
の
も
程
近
い
(
認
年
頃
の
予

,

6

ノ

、

< ,

要
は
現
在
の
住
み
ょ
竣
境
の
緑
Ⅱ

川
に

コ
、
公
害
を
出
す
前
に
予
防
す
る
と
い
う
見
地

で
の
ぞ
み
条
例
も
こ
う
し
た
上
に
立
っ
姦
用

を
は
か
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
旨
力
説
さ
ん

ナ
尚
卓
話
ガ
終
っ
て
<
誕
励
仙
よ
り
<
患
加
詮

設
置
の
場
合
の
県
と
企
業
の
負
畢
そ
の
他
に

つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答
を
打
っ
た
。

◇
第
一
回
地
域
開
発
委
員
会

一
月
二
十
二
"
、
一
時
よ
り
当
所
ホ
ー
ル
に

於
い
需
橋
卿
△
司
小
村
専
髭
*
、
谷
升

委
員
他
十
名
が
出
席
し
て
鄭
一
回
地
域
開
発
委

"
^
^
ム
J
^
^
^
、
^
,
=
H
^
^
^
、
^
^
^
門
^
^
^

^
^
^
^
し
て
^
慎
^
^
^
^
の
^
^
^
勺
^
の

通
り
述
任
さ
れ
た
。

哲
貝
長
芥
井
友
三
郎
谷
井
興
業
御
社

、

に
お
し
て
師
命
会
顕
、
中
村
霧
理
出
、

ル近
製
貝
他
六
名
が
出
席
し
て
第
一
回
谷
対

釜
員
会
を
催
当
Π
の
議
佳
製
員
長
の

玉
に
関
し
て
は
快
誓
恊
誓
輩
糖
の

通
り
逃
任
さ
れ
た
。

ノ

一

、

『

E
r
 
"

1
軸

一

一
"

を
満
た
す
に
は
碓
建
く
こ
れ
か
大
阪
で
買
物

を
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
を

計
画
に
の
せ
解
決
す
る
た
汝
瓢
経
験
斎
寸

に
依
頼
し
て
新
し
い
商
業
立
地
を
検
討
中
で

あ
り
今
後
は
会
議
所
黒
見
等
も
参
考
に
し

九
い
。

2
、
工
き
つ
い
て

璽
施
策
に
つ
い
て
は
公
各
と
の
関
速
で

出
来
る
だ
け
新
し
い
工
場
の
誘
致
は
さ
け
現

在
偏
在
し
て
い
る
画
の
状
態
を
漸
次
矯
正

し
て
新
ビ
ジ
ョ
ソ
に
合
b
せ
た
い
。

尚
終
了
後
活
発
な
賓
疑
応
答
、
意
見
の
交
換

ガ
あ
っ
た
。

即
ち
現
在
の
人
口
分
布
を
み
る
と

ー
]
ノ
」

山
問
部
 
0
、
九
万

0
、
九
刀

●
 
1
 
、
」

)

),'、.

Υ
中
心
部
八
、
三
万

-
 
0
、
五
万

H

'
ー

悦
,
W
 
肌
二
、
二
刀

三
、
幽
万

一
リ

゛
Υ

(

ー
、
三
万
二
0
、
二
万

四
.
、
」

計
二
0
、
七
万
計
三
五
、
 
0
万

と
な
る
も
の
と
予
刑
さ
れ
"
に
西
部
の
急
増

ガ
H
立
ち
会
宅
何
市
の
性
格
、
盆
ま
る
叉
面
山

^
^
^
^
^
^
、
^
^
^
自
^
^
^
^
^
、
^
^

、
 
U

し
か
し
乍
ら

L

過
般
の
奈
良
市
環
蝿
開
査
結
巣
を
み
て
も
税

N
の
円
%
近
く
哲
都
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
居
り
保
存
と
開
発
の
湘
和
し
た
都
市

訓
画
の
尖
祭
舗
万
都
市
と
し
て
の
大
き
な
ビ

シ
"
ソ
と
な
る
。
従
っ
て
住
み
ょ
い
街
と
し
て

の
県
体
的
笥
ル
計
画
の
突
施
が
歌
メ
と
な
る
。

こ
れ
を
商
業
及
璽
施
策
に
し
ぼ
っ
て
み
る

と
、

一

7

土

一

一

一

イ

、

一
ノ

皐

゛

メ
室

.

、

、
〒

゛
ヨ
斗
"

'

内
ー・ー・ー・ーー訳

、 、 、 、、
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中
小
企
業
施
策
普
及

連
絡
協
議
会
に
出
席

火
阪
器
局
・
小
小
<
堂
硲
策
普
及
室
主

催
に
ょ
る
峡
心
恊
'
会
は
去
る
十
二
打
一
日
、

火
阪
商
工
会
議
所
に
濁
い
て
開
催
さ
れ
、

化
崎
代
に
則
応
し
た
施
策
N
及
の
あ
り
力
に
つ

い
て
ル
小
介
業
庁
地
維
臼
及
室
よ
り
当
而
の
施

簾
日
及
出
業
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
次
い

で
近
ル
卯
・
h
 
張
岻
名
地
萄
工
会
議
所
よ
り
施

ハ
ー
及
の
災
状
に
つ
い
て
音
ル
火
炎
か
あ
り
、

今
後
の
施
策
N
及
の
あ
り
力
等
に
つ
い
て
協
議

力
な
さ
れ
た
尚
聖
所
よ
り
1
村
旨
"
ゞ
貝
が
出

船
し
た
。小

規
模
企
業
共
済
及
び
小
口

簡
易
融
資
に
係
る
経
営
指
導

員
連
絡
会
議
に
出
席

ル
小
問
〕
課
主
催
に
ょ
る
松
ル
迎
奬
、
ム
議
は
十

二
刀
四
日
(
金
)
午
前
寸
噛
よ
り
県
」
X
化
<
徐

、
^
,
ー
^
^
^
寸
、
^
^
^
^
^
^
一
^
^
」
、
民
厶
Π
^
^
^
一
^
^

J
乞
^
て
^
^
さ
^
、
^
^
^
^
止
一
^
^
^
の
Ⅷ
^
血

す
元
陽
脛
な
ら
ひ
に
小
U
仙
易
融
資
制
度
に

つ
し
て
朴
ん
杉
削
さ
^
ψ
三
リ
よ
り
土
卜
村
ヒ
リ
リ

課
長
吉
川
旨
一
貰
ガ
出
,
"
'
し
た

8

奈
良
経
済
同
友
会

新
年
懇
親
会
開
催
さ
る

芬
良
経
済
同
友
会
で
は
恒
例
の
新
春
券
ぐ

汀
"
泡
紗
会
を
一
打
七
日
午
後
四
時
か
ら
奈
良

ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

聖
日
は
錐
田
奈
良
山
長
、
大
森
商
工
<
瓢
所

<
量
越
智
儒
ら
来
寳
を
迎
え
、
同
友
会
会

員
二
十
五
名
が
出
席
し
た
。

稲
Ⅲ
幹
小
の
司
会
に
ょ
り
剛
会
、
杉
山
代
衷

"
獣
抄
拶
引
統
き
鍵
田
市
長
、
大
森
会
頭
よ
り

船
祝
詐
を
頂
戴
し
終
っ
て
、
浅
田
代
表
幹
冴

添
離
が
あ
り
終
っ
て
靜
よ
り
祝
笹
入

り
当
り
年
の
杉
本
勝
彦
、
河
合
・
恬
両
氏
に
お

祝
品
を
賠
り
三
倫
両
氏
の
ユ
ー
モ
フ
1
た
っ

ぶ
り
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
和
や
か
に
パ
ー
テ

イ
は
進
み
午
後
七
時
三
十
分
幕
を
閉
じ
た
。

昭
和
四
十
五
年
度
中
小
企
業

団
体
職
員
一
ケ
月
研
修
(
商

業
コ
ー
ス
)
に
参
加

中
小
傘
庁
所
管
、
中
小
企
業
振
興
誕
団

第
訂
回
計
算
尺
検
定
試
験

当
所
及
H
商
主
催
の
智
ル
検
定
は
十
二
打
六

日
(
村
)
県
'
y
へ
小
良
工
冬
河
校
に
於
い
て
災
加

さ
れ
一
六
五
名
が
誘
映
六
四
名
が
合
怡
し
た

合
格
率
(
三
八
・
ハ
%
)

級
別
で
は
一
級
0
名
、
二
級
ヒ
名
、
三
級
二

L
名
、
四
級
二
九
名
、
五
級
0
名
、
裂
一
名

で
あ
っ
た
。

に
つ
い
て
協
誠
L
た
。

二
打
八
日
、
十
五
日
の
両
日
に
わ
た
り
当
所
二

階
小
ホ
ー
ル
に
於
て
十
一
月
十
八
日
、
実
施
し

た
。
抜
き
打
審
査
の
吐
契
改
善
の
"
あ
り

と
さ
れ
た
上
器
に
つ
い
て
手
直
し
の
九
め
の

縛
一
会
を
開
催
し
た
。

奈
良
県
観
光
土
産
品
公
正

取
引
協
議
会
監
事
会
の
開
催

奈
良
県
観
光
士
産
品
公
正
取
引
恊
議
会
は
、

去
る
十
二
打
八
H
、
誘
二
階
小
ホ
】
ル
に
於

レノ

て
監
小
会
を
開
催
し
た
。
松
岡
会
長
、
南
畝
副

会
長
、
河
合
監
出
、
柳
沢
会
計
及
び
琳
務
局
係

員
出
常
の
も
と
に
厶
評
監
査
が
行
な
b
れ
精
査

の
上
水
墾
L
れ
た
。

青
色
申
告
決
算

説
明
会
開
催
さ
る

心
小
^
^
^
^
,
^
品
^
・
^
恊
^
一
ム
^
^
^
る
^
一
^

刀
七
日
^
^
^
^
よ
り
旧
小
^
化
会
鎗
こ
お
い

て
昭
和
四
十
五
年
楽
日
色
印
告
の
た
め
の
決
抑

乎
統
き
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。
当

日
の
.
'
明
よ
聖
・
励
乢
十
指
捫
g
貝
ガ
担
ゞ
一
参
勿

者
全
員
終
始
梨
心
に
聴
淋
さ
れ
、
括
発
な
質
疑

W
ロ
ガ
な
さ
れ
た
 
M
参
加
者
は
松
岡
会
長
以

下
二
十
五
名
で
し
た
。

奈
良
県
観
光
士
産
品
公
正

取
引
協
議
会
指
導
会
を
開
催

,

県
観
光
士
畔
川
公
止
取
引
恊
議
会
は
上
る
十

f
、

主
崔
の
楞
、
・
糺
W
修
会
は
、
一
打
ー
ニ
"
よ
り
二

打
^
H
ま
^
、
^
」
力
^
^
^
介
の
^
^
^
^
^
^
ム
^

こ
於
し
て
川
^
さ
,
^
Ⅷ
三
山
よ
り
1
山
オ
ヒ
日
^
・
,
[
貝

が
参
加
し
た
。

研
修
内
{
r
は
き
び
し
し
畊
境
に
あ
る
d
十
緒

を
<
/
後
ど
の
よ
う
こ
ヒ
日
尊
人
"
北
す
る
力
を
「
、
^

こ
ー
'
レ
診
殉
リ
梦
リ
鷲
1
J
の
色
k

斧
'
、
の
牙
入
ガ
村
瓢
Ⅸ
・
話
山
痢
'
刊
画

奴
」
ケ
訂
西
噂
多
■
西
古
制
ヨ
Ⅸ
m
等
こ
電
1
上
"

を
お
き
倫
鬮
§
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
県
・
市
・
会
議
所
一

三
者
懇
談
会
の
開
催

一
月
十
三
日
、
Ⅷ
三
川
ホ
ー
ル
に
於
て
"
記
懇

談
会
を
開
崔
し
た

当
H
よ
県
よ
り
^
山
商
^
労
動
都
^
、

商
T
課
長
汎
上
仟
長
、
悔
屋
主
心
、
市
よ
り

^
^
^
^
訊
^
、
^
^
^
^
'
^
^
^
^
、
^
^

同
課
長
縦
仏
ψ
所
よ
り
は
ヰ
本
専
務
理
出

羽
打
田
局
長
か
"
席
の
も
と
、
激
動
す
る
游
通

闇
、
聖
つ
い
て
種
夕
H
苑
空
父
換
、
特
に
当
所

よ
り
は
商
業
活
動
凋
整
恊
議
会
の
設
匙
こ
つ
い

て
説
明
し
た
。

お
伊
勢
さ
ん初

詣
御
招
待
実
施

奈
良
全
誕
末
発
出
し
お
伊
勢
さ
ん
詔

ご
招
待
は
去
る
一
月
十
六
Π
多
赦
め
招
待
索
ノ

加
の
下
に
,
災
施
。
当
日
ば
細
田
商
業
小
売
部
会

長
外
役
員
の
参
加
を
得
て
、
近
鉄
特
別
列
N

て
、
七
時
五
分
近
鉄
奈
良
駅
を
一
路
伊
勢
に
向

け
出
発
。
到
着
後
一
行
は
外
宮
、
内
宮
に
参

ノ

」
゛
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
ー
ー
ー
ー
ー

虐
=
1
ξ
'
ー
'
言
1
 
ι
1
ξ
 
1
-
ー
/
式
1
圭
{
ー

で
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
当
市

と
大
阪
の
中
心
部
を
結
ぶ
メ
】
γ
ス
ト
リ
ー
ト

、
絵
生
し
た
わ
け
で
あ
る
。

当
所
よ
り
大
森
<
韻
出
席
祝
意
を
表
し
九
。

昭
和
四
十
五
年
度

青
色
申
告
決
算
説
明
会
開
催

゛

当
所
並
び
条
良
税
務
準
は
去
る
十
二
打

十
四
日
、
丁
後
一
崎
よ
り
児
文
化
会
館
d
ホ
ー

ル
で
峡
ル
説
明
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
立
す
誘
中
村
専
盈
*
よ
り
現
在

の
稀
は
自
主
申
告
制
度
で
あ
り
各
自
ガ
日

常
の
企
業
活
動
を
通
じ
て
得
た
所
得
を
自
か
ら

が
計
算
し
、
,
H
己
の
税
類
を
算
出
し
、
納
村
す
る

建
N
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
一
止
し
い
門
槌

税
法
の
運
用
に
ょ
り
適
正
な
*
告
を
な
す
義
莇

か
あ
る
。
今
"
の
説
明
会
で
は
特
に
決
抑
上
必

塾
な
手
統
き
を
中
心
に
説
明
が
あ
る
と
思
b
れ

る
の
で
十
分
納
得
の
い
く
ま
で
船
削
き
応
い
た

い
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
次
い
で
奈
良
税
務
料

稲
垣
所
得
税
課
長
よ
り
木
年
皮
の
所
得
税
の
改

止
点
を
小
心
に
説
明
が
あ
り
、
次
い
で
古
刀
E
e

色
印
ル
徐
長
よ
り
決
算
乎
統
き
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
説
明
あ
り
、
終
了
後
年
末
開
整
の
し
か

た
と
題
し
た
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、
焚
北
な

質
疑
応
符
が
な
さ
れ
午
後
四
吽
三
十
分
終
了
、

尚
当
日
の
出
加
者
は
二
丙
三
十
余
名
で
し
た
。

近
商
連
運
営
研
究
会
全
体
会

議
の
開
催

去
る
十
二
打
↓
匹
日
大
阪
商
上
会
議
所
に
て

標
司
ル
の
^
ム
^
が
開
併
さ
^
た
。
こ
の
研
究
会
ば

9

近
傍
什
<
議
川
が
A
B
C
の
三
ツ
の
規
杖
別

に
力
力
れ
、
 
W
一
一
町
は
C
ク
ル
ー
プ
こ
入
り
共
通

の
課
地
で
あ
る
①
厶
n
刈
策
②
小
業
活
動
を
テ

ぐ
に
村
議
さ
れ
た
艀
累
を
充
支
さ
れ
た
。
ψ
二

.

ー
,

給
食
セ
ン
タ
ー
理
事
会

芬
良
紗
食
セ
ソ
タ
ー
は
左
霊
に
ょ
り
理
炎
工

を
開
催
、
今
後
の
淫
山
に
つ
い
て
恊
議
し
た
。

失
業
保
険
事
務
組
合

担
当
者
研
修
会
に
出
席

岬
失
業
保
リ
吹
課
主
催
の
標
ル
研
修
会
は
去
る

^
一
^
打
1
^
臼
^
^
例
^
叫
よ
り
^
日
^
^
こ
へ
火

い
て
、
保
下
失
保
鬻
綿
合
か
ら
四
十
二
名

^
^
一
^
ニ
"
^
^
^
^
四
^
^
,
^
^
、
ガ
^
ノ
加
し
^
^

催
さ
れ
た
。

木
研
修
で
は

匁
岫
Ⅲ
坊
側
^
の
^
リ
^
L
O
^
卿
偶
灸
司

0

の
採
用
絵
を
忠
に
説
明
が
な
さ
れ
た
。

市
と
の
定
例

連
絡
会
議
の
開
催

十
二
門
二
十
三
H
、
当
所
に
於
て
川
尻
経
済

部
長
仲
野
課
長
、
辻
升
課
長
袖
佐
、
高
井
係

長
、
当
所
中
村
専
務
群
、
和
井
田
局
長
、
木

戸
、
中
村
主
班
の
出
席
の
も
と
、
明
年
度
事
業

冒
゛
゛
゛
E
.
ー
、
、
、
、
、
>
,
'
ノ
ノ
゛
゛
ー
'
,
.
<
、
、
、
、
、
、
>
,
.
゛
ノ
゛
゛
Ξ
,
.

一
リ
'
 
i
 
千
J
 
Ⅱ
1
,
a
 
-
f
 
上
力
Ⅱ
.
1
Ⅱ

情
縦

弌
H

゛
.

一
、
、
み

一
「

弌
川
努,

Π
^
訂
^
^
^
寸
L
1
^
^
^
^
比

大
宮
通
り

油
阪
跨
線
橋
竣
工
式

去
る
四
十
二
年
着
工
さ
れ
た
大
良
通
り
線
は

油
阪
路
線
橋
の
竣
工
を
も
っ
て
鬨
迎
工
小
が
完

了
し
た
の
で
十
二
打
十
一
"
空
式
が
行
な
わ

れ
た
、
現
地
発
工
を
祝
っ
た
あ
と
文
化
会
館

」
し
"
,
」
訂

武

商
業
小
売
部
会
正
副
部

会
長
会
議
の
開
催

十
二
"
八
Π
'
t
-

寺

Π
商
で
は
標
・
"
合
向
委
共
会
を
十
二
打
十
六

口
少
問
ヒ
ル
こ
夫
い
て
刑
従
・
ψ
司
所
よ
り
上
、

新
年
名
刺
交
換
会
開
催

当
所
な
ら
び
に
大
和
経
済
供
楽
部
主
催
の
桓

例
の
新
郁
名
剌
交
換
会
は
一
打
六
Π
十
一
存
よ

リ
^
^
物
^
ー
^
^
^
.
^
^
^
、
^
ら
^
^
邸
ノ
^
^
^

N
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た

木
4
は
亥
年
で
あ
り
不
況
ム
ー
ト
カ
兆
人
破
る

猛
ん
し
い
猪
の
裟
を
背
尿
に
和
や
力
な
歓
談
ガ

影
き
一
介
の
司
を
枯
て
る
に
相
応
し
い
交
換
会

で
あ
っ
た
。

C

会
に
於
て
一
任
さ
れ
烹
、
所
商
業
調
整
協
議
会

の
小
十
業
者
委
員
人
遺
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

^
^
乃
^
^
日
加
"
^
ホ
ー
^
^
^
て
^
^
^

第
飴
回
常
議
員
会
の
開
催

広
る
寸
二
打
1
フ
日
午
前
十
一
咋
よ
り
当

所
に
於
て
"
畿
貝
会
を
開
催
し
九
。

ー
は
加
イ
 
d
比
コ
篇
各
卸
<
厶
頃
、

^
小
^
^
到
1
 
^
ソ
^
乢
吊
●
^
ミ
也
^
^
^
^
^

加
を
え
て
、
ソ
、
一
日
の
議
件
で
あ
る
専
,
爾
県
協

議
会
詳
の
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
通
り
設
織

司
る
こ
と
に
な
り
耒
頁
・
参
り
の
人
述
に
つ
い

て
は
f
御
会
凱
一
任
と
い
う
こ
と
に
な
り
小
光

業
者
代
裟
に
つ
い
て
は
繋
小
一
繼
会
に
一
任

t
る
こ
と
に
な
っ
た
尚
微
変
す
る
奈
良
商
業

界
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

、

日
商
常
議
員
会

日
商
で
は
銘
一
八
0
回
山
張
貝
会
を
十
二
打

寸
七
"
卵
商
ヒ
ル
ニ
戻
い
て
刑
讐
当
所
よ
り

ト
、
"
多
剛
1
、
J
1
白
'
し
^
十
1
よ
る
何
ー
コ
上

項
は
次
の
通
り
。

1
 
四
寸
五
司
十
一
打
・
寸
二
県
務
耕

JJ

業
予
定
縦
告

2
 
四
寸
五
年
十
丁
打
・
四
十
六
年
一
打
小

3
 
群
六
十
四
血
国
会
提
出
公
智
鬨
係
法
井

案
に
開
す
る
要
望
の
件

会
長
△
武
ぜ
開
催
、
細
田
部
会
長
、
上
村
、
岡

オ
坤
田
洗
オ
各
副
吊
会
長
ガ
心
・
沽
常
議
員

電匿●●●■●弔■●■冒■●●●,卑

司■■闇冒■.,●●■●●●電電■■

1
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獅
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川
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策業
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0
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0

,
,

11n
川

<

゛ー~~、、、、、、、、.i
゛
゛
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゛
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仟
、
 
X
ピ
ー
チ
ラ
ソ
ト
に
て
観
削
哲
男
ひ
と

と
き
を
楽
し
く
過
ご
し
、
午
後
三
時
三
0
分
了

淵
山
Ⅲ
を
坐
。
午
後
六
時
全
員
無
事
近
鉄
八
小

一

記
帳
継
続
指
導
の
開
催

稲
,
止
Π
化
の
岫
川
を
迎
え
、
泱
下
塾
E

(
上
ハ
U
よ
り
四
H
剛
)
二
打
(
十
ヒ
H
よ

打り
四
日
剖
)
何
れ
も
当
所
ホ
ー
ル
で
当
一
助
、
・
ル
乢

旨
、
リ
門
1
腰
^
^
^
.
・
ノ
^
^
^
^
い
←
師
'
,
^
Ⅱ
J
 
力
Ⅲ

ψ
コ
し
て
実
」
他
し
ん
。
指
導
"
放
は
両
月
を
併
せ

六
十
五
什
で
あ
っ
た
。

佐
藤
経
済
企
画
庁
長
官
を
囲

ん
で
の
経
済
懇
雙
=
開
催

佐
峡
経
済
企
画
庁
長
官
を
囲
ん
で
の
瑶
ル
急

淡
会
は
当
所
は
じ
め
県
千
羅
済
五
団
材
田
僧
の

も
と
三
乃
十
ヒ
Π
栞
文
化
公
鮮
ホ
!
ル
に
邸

三
N
名
の
関
係
者
を
条
め
犠
大
に
開
催
さ
ー

い
る
。
又
物
価
や
公
共
料
金
に
つ
い
て
も
政
府

の
姿
勢
と
決
怠
を
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
た
。

尚
近
東
弘
七
氏
、
杣
田
喜
三
鄭
氏
ら
が
今
後

の
小
小
<
業
が
き
び
し
い
環
境
を
こ
え
て
進
む

べ
き
力
途
等
こ
つ
き
質
朧
を
打
い
長
一
n
ガ
ま
と

め
て
心
バ
、
浅
異
小
良
経
済
同
友
会
代
表
ガ
閉

<
お
畔
を
ユ
ー
モ
フ
1
を
交
え
て
述
べ
ら
れ
W

<
人
し
た
。餅

飯
殿
セ
ン
タ
ー
街
新
年
会

飢
飯
段
七
ン
タ
ー
街
は
一
月
十
八
日
大
小
良
ホ

諸
1
 
-
河
二
↓
七
罰
(
水
)
十
巧
よ

.

1
<
厶
議
所
よ
り
専
務
理
事
ら
二
名
が
所
懇
談

さ
ー
ノ
'
,
N
山
k
"
子
胎
沽
a
を
阿
●
1
さ
れ
た
。

管
理
者
訓
練
講
座
開
催

企
業
内
の
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
竹
る
た
め

懇
火
吠
<
厶
よ
V
 
・
小
1
 
"
町
庁
Ⅱ
1
力
一
、
い
ノ
t
匹

寺
Ⅲ
会
、
大
森
人
小
R
県
商
1
会
議
所
速
合
<
厶
会

長
が
主
催
名
を
代
裟
L
て
挨
拶
、
引
織
き
佐
峡

長
π
は
、
「
Π
本
絲
済
の
現
状
と
鰹
胆
」
に
つ
し

て
鞄
一
十
分
そ
の
概
要
を
説
明
さ
れ
た
。
即
ち

高
度
成
長
の
赴
し
た
H
木
経
済
も
七
0
勺
代
を

迎
を
{
従
R
へ
の
杉
百
が
必
喫
と
な
っ
て

き
た
。
従
っ
て
成
長
に
仟
う
あ
ら
ゆ
る
而
で
の

歪
の
是
正
が
肝
要
で
あ
り
、
労
勧
力
硝
保
や
公

害
の
渕
鄭
寸
所
決
の
要
寸
る
剛
廸
が
山
私
し
て

ル
に
咲
い
て
細
田
部
会
長
、
上
村
、
岡
本
、
荒

木
名
圖
灸
厶
長
の
出
席
の
も
と
に
剛
催
し
た
。

当
日
は
最
低
審
議
制
度
に
関
す
る
委
員
の
推
せ

ん
、
歳
*
大
売
出
L
の
結
樂
谷
に
つ
き
署
議
を

ナ
 
L
ナ奈

良
県
観
光
土
産
品
公
正
取

引
協
議
会
正
副
会
長
会
議
の

鋼
崔

県
観
光
士
産
品
公
正
取
引
恊
議
会
は
去
る
二

村
二
日
当
所
三
階
ホ
ー
ル
に
於
て
委
員
会
に
先

立
も
正
副
会
長
会
議
を
開
催
し
た
。
松
岡
会

長
、
南
畝
、
西
田
副
会
長
及
び
吉
崎
事
務
局
員

が
出
席
第
5
回
観
光
士
産
品
の
表
示
に
関
す
る

審
査
会
の
開
催
に
つ
し
て
打
合
せ
を
行
っ
た
。

第
乃
回
珠
算
能
力
検
定
試
験

聖
所
及
日
商
主
催
の
標
記
検
定
は
二
月
七
U

(
日
)
奈
良
家
庭
学
園
に
於
い
て
実
施
さ
れ
二

五
六
名
か
受
験
六
0
名
が
合
格
し
た
(
<
口
格
率

二
三
・
一
%
)

級
別
で
は
一
級
0
名
、
二
級
四
名
、
三
級
三

一
名
、
四
級
八
名
、
五
級
八
名
、
六
級
九
名
で

あ
っ
た
。奈

良
県
鰻
光

土
産
品
連
盟
総
会
の
開
催

奈
良
県
観
光
士
産
品
連
盟
で
は
去
る
二
月
二

番
査
に
推
せ
ん
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

全
関
西
の
番
査
は
三
打
十
五
日
ま
で
に
・
諾
さ

れ
る
予
定
。

雇
用
問
題
連
絡
会
の
開
催

大
小
R
山
、
六
小
N
公
共
職
業
宏
疋
可
、
当
所
の

三
者
構
成
に
ょ
る
棟
祀
連
墾
は
去
る
一
月
十

九
H
、
午
後
三
"
よ
り
八
小
長
公
共
職
業
安
定
所

会
議
き
船
い
て
開
催
、
当
H
は
安
・
所
仙
よ

り
当
面
の
求
人
事
情
、
他
求
人
、
求
職
の
見

通
し
、
今
後
の
求
人
活
動
の
あ
り
力
に
つ
い
て

悦
明
が
あ
り
恬
W
化
岫
代
に
川
応
し
た
近

代
化
さ
れ
た
職
業
紹
介
シ
ス
テ
ム
を
実
惨
見

学
し
、
当
連
絡
会
も
今
後
に
・
秀
あ
る
活
動
を

貰
極
リ
U
に
推
進
す
る
こ
と
を
鴫
乢
し
た

尚
当
日
の
出
席
者
は
次
の
通
り
で
し
た
。

ハ
」
喪
1
 
-
ア
、
止
済
詔
ダ

仲
野
観
光
商
工
登

高
井
観
光
商
工
課
係
長

前
川
観
光
商
工
課
員

安
定
所
鈴
木
可
長

飯
田
炊
長

弄
難
介
課
長
他
一
名

Ⅷ
=
所
中
本
専
渉
理
事

和
井
田
局
長

木
戸
、
中
村
毛
嘔

日
商
商
業
対
策
特
別
委
員
会

日
商
饌
光
委
員
会

一

Π
商
で
は
標
詑
委
員
会
を
一
刀
二
十
日
東
商

小
村
導
務
^
出
川
吊
し
た

中
小
企
業
振
興
対
策

審
議
会
に
出
席

昭
利
四
十
六
年
度
県
の
小
小
<
'
業
好
す
る

施
策
に
つ
い
て
の
ー
ル
を
取
纒
め
る
た
め
の
ネ

議
条
、
奈
良
県
又
化
会
館
会
室
、
に
於
て
、

一
打
十
八
H
、
工
業
部
会
及
び
金
融
部
会
、
阿

↓
九
Π
商
業
附
<
ム
ガ
芥
々
削
催
さ
れ
Ⅷ
三
助
よ
り

は
中
村
専
務
理
東
、
木
戸
主
事
稲
席
し
た
。

全
関
西
商
店
照
明
コ
ン
ク
ー

ル
奈
良
地
区
審
査
実
施
さ
る

関
川
W
川
許
及
委
員
<
厶
主
崔
 
W
,
、
迎
合
会
W

質
の
八
小
R
地
区
審
脊
入
厶
は
一
打
十
八
羽
午
後
五

山
よ
P
署
賓
耒
客
貝
に
ょ
り
巡
回
密
査
か
な
さ
れ

六
 
1
九
・
ニ
ー
Π
の
ー
"
良
'
以
夕
の
ナ
寸
の

1
励
栄
を
乃
っ
て
<
小
命
予
一
管
を
き
め
本

刑
襍
リ
一
力
よ
り

.

に
於
い
て
開
催
、
当
所
よ
り
中
N
膓
埋
事
が

出
・
蹴
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
度
第
三
回
経

営
指
導
員
研
修
会
に
出
席

標
記
研
修
会
ば
去
る
一
月
こ
十
Π
、
二
十
一

円
、
ニ
ト
ニ
H
の
三
Π
揃
、
吉
野
町
、
国
N
布

舎
吉
野
山
荘
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
研
修
会

は
商
業
部
門
特
に
販
売
管
理
を
中
心
に
講
義
が

な
さ
れ
た
。
講
帥
は
県
卞
小
企
業
総
合
指
導
序

梅
斥
、
穴
田
主
事
が
担
必
、
尚
当
所
よ
り
中
村

指
導
員
が
出
席
し
光
。

定
例
税
務
相
談
の
実
施

毎
刀
定
勿
酌
こ
,
災
旭
し
て
い
る
材
、
・
ル
相
談
よ

一
月
は
二
十
Π
、
二
月
ば
十
七
日
い
づ
れ
も
十

叶
1
四
時
ま
で
当
所
ホ
ー
ル
で
大
阪
国
税
局
相

談
室
相
談
官
の
指
導
に
ょ
り
,
災
施
し
た
。
相
談

件
数
は
十
三
4
あ
っ
た
。

尚
こ
の
相
穫
企
業
納
税
の
立
場
に
立
っ
て

の
個
別
指
導
で
気
軽
に
利
用
願
っ
て
お
り
毎
月

第
三
木
曜
日
が
定
例
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
御
利
用
十
さ
い
。

日
商
常
議
員
会

日
商
で
は
第
一
八
一
回
常
議
員
会
を
一
月
二

十
一
日
東
商
に
於
い
て
開
催
、
当
所
よ
り
中
村

専
務
理
事
出
席
L
た
。

上
る
二
打
一
 
H
、
午
後
一
防
よ
り
当
1
-

所
よ
り
伽
雪
ル
帳
専
任
職
員
が
出
席
L
た
。

商
業
小
売
部
会

正
副
部
会
長
会
議
開
催

巾
T
 
)
上
1
^
J
/
、
」
1
、
ヒ
ニ
Ⅲ
門
 
1
 
1
皿
紳
"
御
玉

1

<

一

近
鉄
西
大
寺
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
協
組
新
年
焚
=
に

出
席

師
シ
ョ
ッ
ピ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
恊
刈
の
新
年
八
念

<
厶
は
一
打
二
十
一
Π
、
あ
や
徐
に
於
て
剛
併

さ
才
九
止
、
一
列
よ
り
は
木
戸
も
*
ガ
到
・
邪
L
た
。

伊
賀
上
野
商
工
会
議
所

婦
人
部
会
来
所

一
打
一

-
ー
-
ー
ー
汀
り
t
1
里
,
"
ー
/
1
議
ヲ

妃
人
部
会
一
行
十
一
名
が
来
所
当
所
木
戸
主
事

よ
条
良
市
の
歴
史
と
蜆
諾
業
界
事
情
に
つ

い
て
、
゛
明
終
ビ
修
子
゛
前
シ
コ
ソ
ピ
ン
ク
七
ン

タ
ー
を
視
察
し
た
。

全
日
本
計
算
尺

競
技
大
会
選
手
派
遣

竹
リ
ー
倒
N
1
H
本
訂
発
＼
剤
,
父
大
<
厶
は
去
る

一
打
二
十
四
Π
(
Π
)
東
京
商
1
会
議
所
ビ
ル

テ
ィ
ソ
ク
に
於
L
て
削
儒
さ
れ
本
県
力
ら
は
H
.
小

立
後
1
局
の
芥
炊
N
、
和
川
透
、
辻
本
保

.

.
、
、

柚
西
良
亘
君
雲
ノ
加
L
た
。

リ

学
園
前
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ー
セ

ン
タ
ー
協
同
組
合
総
会

太
る
一
月
二
十
五
H
あ
や
め
池
に
お
し
て
開

催
さ
れ
た
学
園
前
シ
"
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
恊

怖
列
厶
よ
零
に
1
小
専
範
票
W
さ
れ
兄

辞
を
述
べ
た
。

西
大
寺
(
岡
山
県
)

商
工
会
議
所
よ
り
来
所

去
る
一
月
二
十
六
日
(
火
)
岡
山
県
西
大
寺
商

ノ

'

り
、
ハ
ン
ケ
ン
教
育
指
導
都
長
一
難
信
氏
を
講

(

.
ー
<
^
^
ー
^
^
^

師
に
開
催
し
た
。

ソ
ン
の
宏
験
か
ら
働
く
モ
ラ
ー
ル
を
辺

一
、一

ノ

硬
に
行
動
と
目
橡
、
カ
ウ
セ
リ
ソ
グ
に
つ

、
゛
、
、

一
、
ノし

て
詳
細
に
誥
義
さ
れ
、
聴
講
者
よ
り
も
活
発

に
質
彪
、
定
着
性
を
尚
め
る
た
め
に
意
義
探
し

誥
電
あ
っ
六
。
尚
参
加
者
二
十
九
名
。

小
企
業
税
務
対
策

連
絡
会
議
に
出
席

"
乱
迎
絡
会
は
広
る
一
月
二
寸
七
Π
町
後
一

畊
よ
り
奈
良
税
務
署
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当

日
は
昭
和
四
十
五
年
度
確
定
申
告
の
留
意
点
四

十
六
年
度
青
色
申
告
の
勧
奨
詮
つ
き
協
議
が

な
さ
れ
た
尚
当
所
よ
り
中
村
指
導
員
か
出
寓

し
ナ

昭
和
朽
年
分
決
算
指
導

研
修
会
に
出
席

確
定
申
告
朔
を
迎
え
、
青
色
申
告
者
の
白
主

申
告
水
凖
の
向
上
を
図
る
一
環
と
し
て
、
昭
和

四
十
五
年
分
の
決
算
指
導
に
あ
た
っ
て
の
必
要

事
項
等
に
つ
し
て
一
月
二
十
九
日
二
時
よ
り
奈

良
合
同
庁
舎
会
議
室
に
於
て
、
指
導
担
当
者
を

対
象
に
奈
良
税
務
署
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
当

テ
ル
に
,
上
い
て
.
W
司

日
、
当
所
三
階
ホ
ー
ル
に
灰
て
松
岡
会
長
以
ト

八
名
ガ
H
貯
し
て
松
む
<
厶
を
開
"
し
た
。

事
務
局
よ
り
昭
和
凶
十
四
年
度
当
業
祝
告
及

ぴ
収
支
決
埠
縦
告
を
な
し
原
案
通
り
可
決
原
認

さ
れ
、
次
い
て
H
而
及
び
<
上
観
迎
上
催
に
ょ
る

第
卜
三
鼎
国
白
慢
蛉
上
直
口
四
尖
(
三
月
二
日

1
三
月
七
日
、
於
東
京
三
越
本
店
)
、
出
◆
ノ

加
に
つ
い
て
種
々
恊
議
を
h
つ
た
、
そ
の
結
染

木
什
度
ば
"
種
を
定
め
て
重
、
"
討
に
出
"
Ⅲ
す
る

事
と
な
り
、
四
小
間
の
ス
ペ
ー
ス
に
て
参
加
す

る
引
を
決
'
延
し
た
。

出
雲
ノ
加
者
は
次
の
通
り
。

食
料
品
奈
良
漬
側
あ
し
び
や
本
舗

工
芸
品

¥

/
四
上
旧
1
C
卓
,
・
一
Π
 
1
 
Π

弔

奈
良
旧
廻
墨
協
同
細
介

ガ

L
 
三
 
0
 
虎
ハ
介
美
術
工
一
云
士

ガ

4

一
＼

彫
白
井
鹿
庵

ガ

オ角
判
丁
ハ
タ
リ
源
角
堂

ガ

奈
良
県
観
光
土
産
品
公
正
取

引
協
議
会
委
員
会
の
開
催

奈
良
県
観
光
土
産
品
公
正
取
引
協
議
会
は
去

る
二
月
九
日
、
独
沢
荘
に
於
て
委
員
会
を
開
催

し
た
。
松
岡
会
長
外
十
八
名
の
委
員
が
出
席
し
、

①
第
5
回
観
光
士
産
品
の
表
示
に
関
す
る
審
査

会
の
開
催
に
つ
い
て
、
②
当
協
議
会
の
運
営
強

、L

化
対
策
等
に
つ
い
て
種
々
協
議
を
行
っ
た
。

第
十
三
回
全
国
お
国
自
慢
お

土
産
品
展
に
出
品
参
加

日
本
商
工
会
議
所
、
全
国
観
光
士
産
品
連
盟

1,1 1

0
ノ

」

/1
1 1

ノーー＼

、、ー^

,(

元
0

イ,J,1、
η;1才、
1

^▲

、

、

10Ⅱ

.(

^^^^^

ι,

0

、ノ

1-^^^^^

ノ'、



の
上
催
に
ょ
り
去
る
三
月
二
日
か
ら
三
月
六
Π

の
五
H
闇
、
東
六
省
本
竺
"
貨
店
七
階
催

場
に
戻
て
標
・
北
土
産
口
槌
ガ
朋
催
さ
れ
た

こ
れ
は
全
国
右
名
観
光
地
の
士
'
儒
を
一
き

厩
尓
し
消
賀
者
に
広
く
賓
仏
私
介
し
観
光
地
の

P
R
を
推
進
す
る
た
め
毎
年
開
催
さ
れ
る
も
の

で
、
奈
,
'
観
光
玉
品
連
盟
よ
り
展
矛
川
売

に
四
小
制
、
,
災
沸
光
に
一
、
五
小
綿
の
ス
ペ

ー
ス
に
て
出
"
裟
加
し
た
。

ト
N
M
 
U
染
リ
脚
杉
^
劒
〕
^

推

.
、
.
.
、

、

『
ι

^
T
 
ノ
リ
^
ノ
干
オ
河
.
^
^
W
J
^
ー
ロ
"
さ
才
メ

場
者
の
注
Π
を
浴
び
良
好
な
光
れ
行
き
を
示
し

ナ

ソ
ク
セ
ソ
タ
ー

会
で
保
.
獣
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

ま
す
。
③
釜
防
止
小
諭
、
中
小
璽
振

L興
小
業
団
、
中
小
<
業
金
製
爪
国
民
金
融

公
庫
で
行
な
っ
て
い
る
ハ
ム
害
関
係
融
資
に
庫
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
宿
に
即
し
て
、
資
金
の

充
・
災
、
貸
付
条
件
の
繋
叩
な
ど
を
図
り
ま
す
。

④
本
年
度
か
ら
発
足
し
て
い
る
公
害
防
佳
罧

の
民
間
リ
ー
ス
小
誓
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

さ
ら
に
助
成
頴
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

〔
金
融
上
の
施
策
〕

①
新
し
く
中
小
企
築
双
備
貸
b
補
度
の
貨
上
ヨ

物
牛
に
公
害
防
止
凱
僻
を
と
り
上
げ
ま
す
。
仁

却
棚
田
も
最
長
十
二
年
で
す
設
備
近
代
化
資

金
で
は
公
害
関
係
は
す
で
に
と
り
上
げ
て
い
ま

す
か
、
さ
ら
に
聖
"
を
蚕
し
ー
。
②

公
審
防
止
保
険
を
新
設
し
て
、
巾
小
<
業
老
ガ

公
害
防
止
貧
釡
を
市
咋
謬
逹
す
る
旅
侶
副
U

T
W
1
(
J
M
)
講
習
会
開
催

当
所
小
小
<
業
相
談
所
で
は
去
る
十
五
Π
1

^
^
Π
^
^
日
胡
^
^
^
も
^
^
^
^
よ
り
当

所
ホ
ー
ル
に
人
上
い
て
奈
良
総
合
県
U
職
業
訓
絲

校
、
他
山
土
屶
氏
を
帯
則
に
練
江
酷
叉
寺
開

従
、
仕
小
の
改
論
の
仕
力
を
'
心
に
指
導
し

た
。
尚
参
加
者
は
W
名
で
あ
っ
た
。

奈
良
遷
都
記
<
塗
時
代
風
俗

大
行
列
に
参
加

^
.
^
・
^
.
^
、
」
一
制
J
^
、
ヰ
^
^
、
^
^
る
^
.
^
"
^
^
、
^
^
^
^
^
豹
冽

は
三
旦
土
日
(
臼
)
好
天
に
恵
ま
れ
午
後
一
.
'

半
国
鉄
奈
良
ザ
を
尋
'
邑
風
俗
豊
力
に
開

始
さ
れ
春
近
い
奈
良
の
街
を
練
り
歩
L
た
当

^
よ
り
^
^
'
、
^
^
.
^
^
・
^
^
^
、
^
^
ノ
^
し
^
。

当
所
商
業
活
動
調
整

協
議
会
初
ま
る

西
大
吉
に
処
没
さ
れ
る
タ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
フ
ブ

三
打
の
指
導
は
去
る
四
Π
よ
り
九
Π
ま
で
の

^
U
冏
当
所
ホ
ー
ル
に
^
い
て
打
わ
れ
波
辺
"

小
旨
尊
貝
ら
ガ
"
仙
円
及
Ⅱ
門
包
の
竹
氏
む
1
心

に
指
導
L
た
。

司
は
年
度
の
最
終
打
で
も
あ
り
六
十
名
の

多
数
が
指
漣
を
受
け
た
。

帳
継
続
指
導

は
、
さ
ら
伝
却
率
の
引
上
げ
、
笥
不
足
額

の
く
り
延
べ
期
問
の
延
長
(
三
年
←
五
年
)
を

一
^
な
う
ほ
か
、
^
乢
^
^
の
吊
り
^
^
な
ど
刈
^

希
を
拡
大
し
ま
す
。
③
冏
定
資
産
税
の
上
で

、
機
種
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
減
税
よ
り

さ
ら
に
免
税
へ
と
織
強
化
を
図
り
た
い
と
思

し
ま
,

、
'

共
済
会
誕
生
会
開
催

《
お
知
ら
せ
y

昭
和
四
七
年
三
月
一
欝
'
ー
の
就
職
の
た
め
の
推
薦

及
釜
考
開
始
の
時
期
に
つ
い
て

奈
良
商
古
'
会
で
は
三
月
十
五
U
 
(
月
)

二
畍
よ
り
当
所
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
一
河
1
三

H
上
れ
の
萄
占
従
業
員
九
名
を
対
染
に
材
ナ
纏

^
^
.
ム
J
^
」
川
^
、
上
^
剖
^
一
^
^
口
Ⅱ
^
^
^
^

ん
で
和
や
か
に
歓
談
し
、
た
の
し
い
ひ
と
と
き

を
過
」
し
た
。

ー
ー

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
去
る
三
月
二
十
三
日

の
汀
脱
島
等
学
校
条
1
賊
朋
織
墾
に

於
て
昭
和
四
十
キ
三
1
校
於
き
於
て

慨
裟
の
通
り
説
明
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に

つ
い
て
恊
力
方
依
頼
あ
り
ま
し
た
の
で
取
敢
ず

御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

尚
詳
恕
は
後
烈
関
係
機
関
よ
り
小
業
可
,
地
に

迎
絡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

(

、
、
、
ー
ー

け
ら
れ
る
近
鉄
、
由
貨
店
に
つ
い
て
百
貨
店
界
議

会
か
ら
諮
闇
を
受
け
泰
辧
で
は
商
業
活
動
湘

整
恊
砥
厶
を
結
成
そ
の
第
1
回
協
議
会
を
三
月

五
日
、
第
2
回
を
三
月
十
九
H
に
用
催
し
・
謡

が
仞
ま
っ
た
。

こ
の
恊
議
会
矮
嘉
経
験
老
委
員
と
消
賓
老

代
麦
委
員
及
び
小
売
業
者
代
表
委
員
そ
れ
に
会

N
瑞
姿
員
の
各
委
貝
十
三
名
張
嘘
ノ
与
と
し

て
大
阪
通
産
局
商
雨
長
、
県
商
工
課
長
、
市

経
済
部
長
が
一
碑
帝
席
さ
れ
て
い
る
。

^
^
^
J
Ⅱ
"
^
^
^
町
^
^
^
^
^
寸
^
^
日

、
1

以
難
に
打
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

2
、
求
人
手
毓
に
つ
い
て
は

ー
^
月
^
 
e
J
^
ら
^
^
^
^
^
^
'
門
岬
^
る
ノ
^
・
^

所
で
一
玉
人
.
象
に
ょ
っ
て
打
ど
し
ま
寸
。

工

〔
税
制
上
の
施
策
〕

①
ハ
ム
霄
対
策
費
用
準
術
金
を
新
設
L
て
、
公

害
防
止
盆
事
業
に
対
し
企
業
者
が
一
部
讐
用

負
担
を
す
る
場
合
な
ど
に
取
崩
せ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
種
の
喪
用
負
担
に
つ
い
て
は

ま
だ
木
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
決
ま

る
場
合
に
も
、
中
小
<
業
に
は
負
担
額
に
つ
い

て
往
の
N
が
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
②
公
害

防
止
施
股
に
関
す
る
特
別
償
却
仰
度
に
つ
い
て

〔
技
術
開
発
上
の
施
策
〕

①
中
堅
、
中
小
企
業
の
八
含
防
止
技
術
を
早

急
扉
立
し
て
行
く
た
め
に
は
、
民
問
の
ち
え

を
も
広
く
動
貝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
趣
旨
か
ら
、
公
害
安
全
対
策
技
術
開
発
に
つ

き
、
広
く
民
闇
の
」
分
を
求
め
、
そ
の
<
業
に

-
0
0
%
、
国
の
金
を
出
し
て
研
究
委
託
を
行

な
う
こ
と
が
適
当
で
す
。
な
お
、
こ
の
場
合
、

開
発
技
術
の
所
肩
誓
そ
の
<
業
に
属
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
四
十
六
年
度
は
、
粉
じ
ん
処

理
、
メ
ツ
キ
」
発
液
、
埀
金
属
掛
水
処
理
、
。
ハ
ル

,
屍
・
佼
自
動
中
制
女
カ
ス
 
y
色
捌
水
処
理
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
②
す
で
に
あ
る
補
関

係
助
成
誓
つ
い
て
は
、
公
害
関
係
技
術
開
発

昇
に
そ
の
運
用
の
密
一
を
耀
く
こ
と
と
し
ま

す
。
国
瓢
験
研
究
所
の
公
害
優
先
研
究
、

J「

小
<
業
者
に
対
す
る
技
術
改
善
費
補
助
金
決
定

に
お
け
る
公
害
案
件
の
優
先
採
択
、
木
年
度
か

ら
発
足
し
て
い
る
中
小
公
脚
の
国
牙
技
栗

2
県
姓
桜
小
込
の
場
介
は
出
業
可
の
管
轄

安
定
電
確
命
を
受
け
る
こ
と
念
要
で

す
。

3
、
述
老
に
つ
い
て

^
^
.
^
^
^
彪
^
、
一
、
^
^
」
ヤ
、
"
^
^
^
d
^
」
.
^
^
^

は
批
さ
れ
、
家
庭
条
件
や
環
暁
等
で
不
採
用

に
さ
れ
た
り
、
木
人
の
伸
び
る
べ
き
資
質
が

禿
見
さ
れ
な
い
ま
ま
で
不
格
に
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
十
分
配
感
し
て
下
さ
い

0

4
、
求
人
活
動
に
つ
い
て

^
^
^
^
^
^
^
^
朋
^
一
^
^
^
^
一
^
,
^
効
^

述
絲
打
介
ギ
の
上
六
月
十
日
以
降
に
船
願
い

し
ま
す
。

^
^
^
の
^
の
^
」
^
^
^
^
、
^
^
^
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

ー
、
ー
、
ー
、
t
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、

◇

中
小
企
業
庁
だ
よ
り

新
年
度
の
中
小
企
業

公
害
防
止
助
成
施
策

ミ
ニ
情
報
①

/
X

一

、f

★
P
P
M

司
N
牙
.
で
円
.
冨
一
一
=
0
拶
.
の
略
で
「
一
H
万
分

の
い
く
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た

か
っ
て
、
-
 
P
P
M
と
は
一
徒
0
、
 
0
0

普
通
の
水
は
一
発
が
一
朋
で
あ
る
か

ら
一
易
中
0
、
 
0
0
 
-
ψ
、
'
い
う
こ
と
に
な

る
。
現
在
、
こ
の
単
位
を
つ
か
っ
て
上
釜

や
工
場
排
水
あ
る
い
は
自
然
水
域
の
水
質
基

凖
が
き
め
ら
れ
て
い
る
。

業
化
融
資
制
度
に
お
け
る
公
智
築
件
後
北
融

資
な
ど
な
ど
で
す
。

〔
指
導
上
の
施
策
〕

①
本
年
度
か
ら
十
三
の
商
工
会
需
に
産
業

公
虫
■
墜
全
を
新
設
し
て
、
小
小
企
業
の
力
々

の
公
生
狐
献
に
応
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に
十
四
力
所
に
新

し
く
店
開
き
か
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
②
中
小
企
菜
の
技
術
指
需
で
は
、
県

の
試
険
所
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
ご
永
知

の
通
り
で
t
が
、
新
年
度
は
と
く
に
こ
れ
ら
に

公
害
投
術
指
一
賞
を
設
け
、
ま
た
、
公
生
処
九

設
備
面
も
充
・
美
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
ヂ
了
え

て
い
ま
す
。
③
八
尋
お
よ
び
ハ
ム
害
防
止
技
術
に

関
す
る
知
穫
ま
だ
十
分
知
ら
れ
て
い
る
と
は

E
挑
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
来
年
度
は

と
く
に
公
霄
防
止
関
係
者
の
研
修
に
力
を
注
ぐ

こ
と
が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
智
防

止
火
学
の
設
立
も
老
え
て
い
ま
す
。

以
上
骨
丁
の
み
で
お
旧
り
一
~
く
い
'
賦
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
中
小
<
業
庁
で
は
、
こ

の
春
主
で
に
ょ
り
詳
し
く
、
か
つ
、
や
さ
し
く

ホ
小
<
業
と
公
害
防
止
に
つ
い
て
パ
ソ
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
て
、
,
商
工
会
議
所
で
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
船
り
主
す
。

、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
t
、
ー
、
t
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー

畍
年
末
に
は
公
害
国
会
、
開
か
れ
て
、
'
産
業

界
に
対
し
て
も
ま
す
ま
す
公
害
防
止
へ
の
努
力

な
四
L
れ
て
い
ま
す
。
中
小
傘
も
そ
の
例

外
で
は
あ
り
立
せ
ん
が
、
<
業
力
も
弱
い
な
ど

か
ら
国
の
側
で
も
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
皆
曾

努
力
を
応
援
す
る
必
要
が
あ
り
立
し
よ
う
。
以

下
、
私
共
が
老
え
て
い
る
新
し
い
支
援
策
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
t
。
こ

れ
ら
は
新
年
度
の
予
算
で
講
ら
れ
れ
ぱ
、
本

泱
主
り
に
な
る
わ
け
で
す
。

ノ
ノ
」

一

★
公
害

「
八
舍
」
と
い
う
こ
と
は
ガ
枸
め
て
位
わ

^
^
の
^
明
^
一
^
^
^
^
の
^
川
^
、
^
^

四
ト
ニ
段
立
し
九
公
霄
対
策
基
木
法
で

行
政
の
対
象
と
す
る
公
害
と
し
て
①
大

は
、
b
丸
巧
^
^
^
^
汚
汝
^
典
裟
、
"
^
^
四
^
^
^
"

沈
下
⑥
.
腎
大
1
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

わ
が
国
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
に
も
「
公

生
ど
と
い
う
こ
と
ば
が
使
b
れ
て
い
る
。

品
公
害
象
Ⅱ
"
ハ
ム
ー
叩
1
吋
立
1
 
衣
半
グ
一

害
、
情
祁
系
气
電
波
公
審
、
交
通
公
俳
、

ガ
ス
公
害
、
ネ
ズ
ミ
公
中
气
淵
水
公
害
、
U

害
、
菓
气
光
皆
、
ワ
ク
チ
ソ
公
害
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
公
害
、
士
壌
公
賓
生
物
公
害
な
ど
。

シ
ョ

記
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労
佃
基
準
法
の
な
か
の
女
子
保
'
の
脱
定
を

^
^
削
さ
れ
た
し
と
い
う
東
京
商
τ
、
会
弐
敵
所
の

一
箱
省
に
対
す
る
器
1
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
大
き

く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
予
想
以
上
の
反
粋
を
よ
ん

で
い
る
。
さ
す
が
は
商
工
△
裁
所
と
、
そ
の
社

会
的
埀
甬
の
重
み
に
感
銘
を
う
け
た
が
、
時
流

マ
ッ
チ
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
問
題
捉
起
で
あ

こつ
た
と
も
い
え
よ
う
。
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
だ

概
し
て
、
女
性
側
か
ら
は
反
撥
・
批
判
が

、
、
、
、

力弧
く
仏
詳
の
玲
ノ
附
あ
々
り
ょ
,
ー
パ
古
ノ
ら
.
X

対
の
よ
う
で
あ
る

0

わ
た
く
し
の
立
場
は
ど
ぅ
か
と
い
え
ば
、
女

性
の
能
力
開
発
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
絞
成
と

い
え
よ
う
。
早
急
な
改
N
む
づ
か
し
い
と
し

て
、
而
釜
条
禦
さ
れ
た
昭
和
二
十

二
年
当
叶
と
現
在
と
で
は
、
労
働
市
場
を
と
り

ま
く
瑛
境
、
社
<
僅
斯
恬
勢
な
ど
が
激
変
し
て

船
り
、
か
っ
て
は
必
発
っ
た
規
定
の
な
か
に

、
し
ま
で
は
か
え
っ
て
女
性
の
職
場
で
9
刑

進
の
足
か
せ
と
な
っ
て
V
る
も
の
も
見
受
け
ら

れ
る
の
で
、
こ
こ
い
ら
で
鴛
途
動
を
船
こ
す

こ
と
は
夢
戎
烋
も
の
が
あ
る
と
労
え
る
か
ら

で
あ
る
。
未
来
を
先
取
り
す
る
姿
勢
で
、
前
進
的

に
も
の
ご
と
を
考
え
よ
う
と
い
う
の
が
、
な
に

ご
と
に
つ
け
て
b
た
く
し
の
モ
ツ
ト
ー
で
あ
る

そ
れ
に
し
て
も
東
商
の
今
回
の
俊
<
か
た
ぜ

多
く
の
女
性
か
ら
白
眼
視
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
女
性
が
、
傘
の
と
っ
て
き
九

、
0女

子
礼
員
管
郡
の
姿
勢
に
対
L
根
如
い
不
信
感

凹

'

、
、
>
ノ
゛
゛
゛
゛
゛
゛
,
ー
、
、
、
>
゛
゛
゛
゛
゛
ζ
、
、

邑

J
 
J

'

1
経
営
理
論
に
禁
け
る
周
期
性

日
本
経
済
は
四
十
三
年
頃
ま
で
、

昭
和
二
十
年
、
二
十
七
年
、
三
十
一

年
ご
干
五
年
、
三
十
九
年
、
四
十
三

年
を
好
"
麦
の
山
と
し
て
お
よ
そ
四

年
の
幅
を
も
っ
て
変
動
し
て
き
た
。

二
十
年
代
は
物
資
が
少
く
な
ん
で
も

売
れ
る
牝
、
三
十
一
年
t
三
十
五

年
士
い
わ
ゆ
る
料
武
景
女
力
ら
山
互
P

"
麦
に
か
け
て
は
、
い
い
品
物
が
よ

く
死
れ
、
又
数
品
魯
メ
と
し
わ
れ
た

三
十
九
年
頃
か
ら
四
十
三
年
頃
ま
で

は
「
品
物
プ
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス
」
と
時

代
の
移
り
変
り
と
と
も
に
販
売
面
も

変
化
し
て
い
る
。
今
後
は
い
い
品
物

鳩
垂
、

創
造
的
経
営
と
女
性

空

ー
.
゛
゛
゛
゛
゛
゛
(
、
、
、
ー
、
、
ー
゛
゛
゛
゛
゛
ー
、
、
、

電
熨
厶
社
国
'
誰
繋
屯
話
局
長

影
山
裕
子

を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
女
性

の
能
力
剛
発
な
ん
て
口
さ
き
で
う
ま
い
こ
と
を

つ
て
、
腹
の
底
で
は
、
女
性
の
こ
と
な
ん

いか
本
気
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
て
は
い
な
い
ん

だ
わ
'
婚
ま
で
の
数
年
開
、
セ
ッ
セ
と
働
か

せ
て
、
あ
と
は
一
日
も
早
く
お
ひ
き
と
り
願
い

こ
い
と
老
え
て
い
る
ん
だ
わ
、
単
純
、
く
り
返

し
的
な
仕
事
だ
け
を
わ
た
し
た
ち
に
岬
し
つ
け

よ
う
と
い
う
気
に
ち
が
い
な
い
わ
、
と
疑
い
の

目
を
も
っ
て
経
営
岩
、
管
理
者
を
み
て
い
る
女

性
が
い
か
に
多
い
こ
と
か
ー
そ
し
て
、
経
悩

者
、
管
理
者
自
身
が
よ
く
ビ
ぞ
ん
じ
の
よ
う

に
、
い
ま
ま
で
の
わ
が
国
の
企
謹
、
女
性
か

ら
こ
の
よ
う
な
不
信
の
目
で
見
ら
れ
て
も
仕
方

な
V
よ
う
な
姿
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
「
女
性
は
マ
ッ
チ
の
よ
う
な
、
の

で
、
プ
度
使
っ
た
ら
ポ
イ
ポ
イ
捨
て
て
し
ま
う

消
耗
品
だ
」
と
い
う
気
捕
で
女
子
社
員
に
接
し

て
い
た
介
葉
か
い
か
に
多
か
っ
た
こ
と
か
。

こ
の
点
も
、
企
業
側
が
大
い
に
反
省
し
、
新

し
い
吽
代
に
ふ
さ
わ
し
捻
識
革
命
を
実
践
さ

れ
な
く
て
女
性
の
職
力
化
は
前
述
し
な
い
し
.

労
働
基
進
法
も
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
改
訂
さ
れ

な
い
だ
ろ
う
と
b
た
く
し
は
思
う
。
で
は
ど
の

よ
う
に
打
都
お
を
し
た
ら
よ
い
の
か
。

し
い
説
明
は
ス
.
ヘ
ー
ス
が
な
い
の
で
告
略
す
る

と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
ベ
シ
、
ベ
カ
ラ
ズ
集
を

四
木
齊
き
で
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

.
'

0
女
性
の
意
欲
と
能
力
を
信
じ
る
こ
と

人
間
は
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
え
ぱ
ハ
リ
キ

ル
も
の
で
あ
る
。

0
十
パ
ひ
と
か
ら
げ
の
取
扱
い
を
す
る
な
か
れ

こ
れ
が
い
ま
ま
で
の
女
子
社
員
管
理
の
最
大

の
欠
陥
の
一
つ
。

0
女
性
は
仕
事
を
や
り
た
が
っ
て
い
る
こ
と
を

認
識
L
よ
う

や
り
が
い
が
あ
る
、
責
任
あ
る
仕
事
を
ま
か

せ
れ
ば
バ
リ
バ
リ
働
く
。

0
こ
れ
は
女
の
仕
事
こ
れ
は
男
の
仕
事
と
区

別
す
る
な
か
れ

ど
ん
な
仕
亊
で
も
や
ら
せ
ぱ
で
き
る
。
女
性

の
喪
を
拡
大
し
て
ゆ
こ
う
。

0
女
子
社
員
も
計
画
会
議
に
参
画
さ
せ
よ
う

仕
項
の
や
り
力
は
県
管
理
の
精
神
で
ゆ
こ

年
あ
た
り
円
切
上
げ
の
製
が
再
燃
さ
れ
る

こ
と
も
予
測
さ
れ
る
。
竺
に
企
業
成
長
の
型

の
変
化
が
上
げ
ら
れ
る
。
従
来
増
資
←
設
備

讐
←
売
上
鼎
加
←
坪
益
と
い
っ
た
形
体

を
と
っ
て
き
た
が
、
今
後
成
長
の
型
が
変
っ
て

く
る
と
而
さ
れ
る
。
第
四
に
土
地
の
状
況
の

変
化
が
上
げ
ら
れ
る
。
一
昨
年
頃
ま
で
は
、
企

業
を
要
し
て
い
た
都
市
が
、
会
産
誓
進

川
条
止
し
て
い
る
。
又
都
市
計
画
業
ら
士

地
に
対
す
る
吉
え
方
を
牙
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
他
石
油
の
値
上
等
と
関
連
し
て
資

源
に
関
し
て
も
考
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
と
い
う

よ
う
に
経
済
、
社
会
に
種
々
の
問
題
が
起
っ
て

お
り
今
ま
で
の
時
代
と
大
き
く
変
化
し
て
船
り

こ
の
よ
う
な
怠
味
に
於
て
現
在
の
時
瑚
を
卿
絶

の
時
代
(
曼
m
8
三
冒
仁
巴
詞
麺
)
だ
と
云
う
こ

と
ガ
出
来
る

は
な
か
な
か
む
づ
か
し
い
が
、
な
ん
と
か
努
力

し
、
工
夫
L
て
企
榮
全
体
と
し
て
、
こ
れ
に
と

り
く
ん
で
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
塒
代
が
や

つ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
る
十
一
月
、
日
本
事
荏
率
協
会
と
の
共

同
主
催
で
、
去
年
に
つ
、
づ
い
て
、
第
二
回
ウ
ー

マ
ソ
。
ハ
ワ
1
開
発
研
究
会
議
が
ひ
ら
か
れ
た
。

こ
の
会
勢
参
加
老
の
は
な
し
を
き
い
て
い

て
、
 
b
た
く
し
は
つ
く
づ
く
感
じ
た
こ
と
が
二

開
発

つ
ぁ
る
。
第
一
は
ウ
ー
マ
ソ
。
ハ
ワ

は
、
も
は
や
ス
ロ
ー
ガ
ソ
の
段
階
を
通
り
こ
し

て
、
具
体
的
実
践
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
か
に
組

む
か
と
い
う
段
階
ま
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
第
二
は
、
ウ
ー
マ
ソ
。
ハ
ワ
1
の
開
発
に
つ

い
て
先
栗
業
と
後
栗
、
業
と
の
条
饗
と

出
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
い

え
る
こ
と
は
ウ
ー
マ
ソ
。
ハ
ワ
1
の
開
発
、
女
子

社
員
の
戦
力
化
に
熱
心
に
と
り
く
み
、
成
果
を

あ
げ
て
い
る
<
業
は
、
ど
こ
、
そ
の
他
の
経

営
に
お
V
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
施
策
、
革
新
的
な

施
策
を
と
り
入
れ
て
い
る
創
氾
的
な
経
営
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
老
え
て
み
れ
ぱ
そ
れ
は
当

然
な
こ
と
だ
と
も
い
ぇ
る
。
創
造
的
企
芳
創

造
的
管
理
者
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
い
ま
ま
で

忘
れ
ら
れ
て
い
存
理
の
盲
点
で
あ
る
女
性
の

能
力
開
発
の
必
要
性
に
も
い
ち
早
く
目
を
つ
け

た
の
だ
ろ
う
し
、
日
頃
か
ら
グ
ィ
ナ
ミ
ッ
ク
に

組
織
を
運
営
し
、
よ
い
ア
イ
デ
ア
は
す
ぐ
活
力

す
と
い
う
風
士
の
<
業
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
、

女
性
戦
力
化
の
施
策
も
抵
抗
な
く
う
け
入
れ
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

あ
る
企
条
、
ど
の
く
ら
い
ウ
ー
マ
ソ
。
ハ

の
開
発
気
心
で
、
ニ
ニ
ー
ク
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
か
ど
ぅ
か
は
、
そ
の
企
業
の
創
造
性
を

は
か
る
一
つ
の
モ
ノ
サ
、
ソ
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

う
0
女
性
に
差
別
意
識
を
も
た
せ
る
な
か
れ

昇
進
等
の
道
も
ひ
ら
こ
う
。
賃
金
の
格
差
も

な
く
す
る
方
向
へ
。

0
愛
情
を
も
っ
た
き
び
し
い
指
導
を

女
性
は
甘
や
か
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な

や
る
気
の
あ
る
女
性
は
特
に
そ
う
で
あ

0

い
0

商
店
経
営
セ
ミ
ナ
ー

激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く
商
店
経
営

る
。

0
ハ
シ
の
あ
げ
お
ろ
し
ま
で
指
図
す
る
な
か
れ

こ
ま
か
く
、
小
う
る
さ
い
上
司
は
き
ら
わ
れ

ま
す
。

0
お
ね
え
さ
ん
格
の
女
性
を
育
て
ょ
う

リ
ー
グ
ー
怜
、
か
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
職
場

の
北
気
は
ぴ
し
っ
と
ひ
き
し
ま
り
ま
す
。

0
管
理
者
は
魅
力
と
迫
力
あ
る
人
材
た
れ

女
子
社
員
は
上
司
を
じ
っ
と
み
つ
め
て
い
ま

す
。
人
刷
的
魅
力
で
彼
女
た
ち
を
ひ
っ
.
は
っ

て
い
き
ま
し
よ
う
。

以
上
あ
げ
た
十
力
条
は
一
冒
う
は
易
く
工
武

1
今
後
の
商
店
経
営

C1

1
単
一
店
の
背
景

近
鉄
奈
良
線
の
難
路
下
乘
入
罪
い
交
通

は
至
便
化
し
、
大
都
市
化
倫
ら
す
ド
】
ナ
ツ

現
象
は
一
層
進
渉
し
、
奈
・
艮
も
刷
辺
都
市
と
し

て
か
な
り
影
業
而
さ
れ
る
。
加
う
る
に

ス
ー
。
ハ
ー
関
係
者
は
、
今
年
は
ス
ー
。
ハ
ー
の
強

0
、ノ

化
と
い
っ
て
お
り
ド
ー
ナ
ツ
の
近
辺
に
ス
ー
.
、ノ

ツ
"
ツ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
、
稔
出
す
る
と

、
思
わ
れ
る
。
今
後
単
独
轟
門
店
経
復
力
つ

か
し
く
な
り
チ
エ
ソ
化
等
の
複
数
店
に
移
行
し

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
、
又
専
門
店
は
、
ソ
"
ツ

ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
等
一
ケ
所
に
集
っ
て
い
く
も

現
下
の
小
売
商
業
流
通
機
構
の
近
代
化
に
む
す
る
た
め
二
月
十

六
日
午
後
一
"
よ
り
当
商
工
会
議
所
主
催
に
ょ
り
商
店
迂
需
座
を

開
催
し
た
。
以
下
編
議
の
内
容
の
概
要
峯
録
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
、
東
京
大
学
経
済
学
都
卒
。
千
譜
ポ
船
橋
電
報
電
話
局
迎
用
課
長
、
日
本
生
迷

性
木
耕
究
員
を
経
て
、
現
在
、
電
々
公
社
関
東
竃
気
通
信
局
調
査
役
。

近
畿
大
学
商
経
学
詔
教
授

大
塚
懇
桝
究
所
所
長

大
塚
俊

プ
ラ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ラ
ス
・
剣
が
要
求
さ

れ
る
様
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

生
産
面
に
於
て
は
戦
争
突
入
当
吽
四
兆
円
・
終

戦
時
で
一
兆
円
(
ほ
と
ん
ど
於
業
生
産
)
で

あ
っ
た
も
の
壽
度
の
成
長
を
遂
げ
て
咋
年
度

の
告
孤
輪
は
七
十
兆
円
に
誓
、
今
や
超
大

登
済
と
な
っ
た
。
世
の
中
は
激
し
く
移
り
変

氏

つ
て
お
り
景
気
変
動
の
周
期
を
よ
り
適
確
に
と

,
ー

ら
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
周
期
を
予
測
す

る
場
合
種
々
な
方
祭
あ
る
が
、
最
も
手
近
で

確
実
な
の
は
株
式
相
場
を
見
る
こ
と
で
、
こ
れ

を
先
行
指
数
と
し
て
参
老
に
す
れ
ぱ
か
な
り
適

確
に
[
麦
変
動
が
つ
か
め
る
と
思
う
。

又
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
経
営
理
論
を
追
随
し

-
1
激
動
の
時
代
と
は
ー

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
地
域
性
背
黍
寸
を
よ

く
考
え
、
日
本
の
士
地
柄
に
合
っ
た
経
営
方
針

を
と
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
同
時
に
世
の
中
の
移

り
変
り
を
よ
り
一
旭
確
に
と
ら
え
、
商
店
経
営
も

"
代
に
応
じ
た
緑
答
方
封
を
と
っ
て
い
力
ね
ぱ

な
ら
な
い
。

2
現
在
の
世
相

現
在
の
<
業
を
と
り
ま
く
世
相
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
第
一
に
<
業
環
境
の
変
化
が
上
げ

ら
れ
る
。
昨
今
製
と
な
っ
て
き
て
い
る
二
靈

価
楕
問
樂
寸
で
見
ら
れ
る
如
く
消
賀
者
盆
く

な
っ
て
き
た
こ
と
。
又
会
贈
、
女
様
放

運
繁
寸
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
社
会
現
象
が
起

つ
て
き
て
い
る
。
第
二
に
国
張
境
の
変
化
、

具
体
例
を
上
げ
る
な
ら
繊
維
弼
を
発
端
と
し

て
自
由
諾
国
で
の
頭
う
ち
に
対
し
、
共
'
蓙
圈
へ

の
進
出
等
海
外
市
場
が
変
化
し
て
き
た
。
又
来

筆
者

歴

、
」、

J

1
 
早
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★
情
報
化
社
会
と
は

一
九
七
0
年
代
、
世
は
ま
さ
に
愉

報
化
社
会
と
い
わ
れ
る
。
コ
ソ
ピ
ユ

て
-
ー
ニ
、
C
 
】
ゞ
,
 
i

^
な
ど
は
い
い
例
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
^
的

品
宏
呼
ん
で
い
る
。
取
扱
い
舵
の
複
数
化

^
,
^
く
4
ソ
^
^
Ⅲ
^
J
、
^
Π
川
前
、
^
^
^
J
、
^
↓
脚
^
、
^
き

畊
則
だ
と
川
心
う
四
一
.
匹
狐
的
な
占
は
茄
店

丁
、
シ
ョ
ッ
。
ヒ
ソ
タ
七
ソ
タ
ー
に
負
か
さ
れ

^
^
^
よ
^
^
↓
^
^
リ
η
劣
^
一
ゞ
^
止
論
^
1
L
"
カ

ら
旨
え
る
。
圃
大
型
化
す
る
に
つ
れ
従
来
の
刈

而
販
死
か
ら
セ
ル
ブ
販
突
と
移
行
す
る
。
こ

こ
で
ば
敵
列
の
仕
力
倫
遡
と
な
っ
て
く
る
。

佛
販
北
力
松
む
扣
孔
坂
孔
か
ら
現
金
究
り
も
し

く
は
銀
百
振
り
込
み
制
度
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
と
い
っ
た
力
向
に
向
う
も
の
と
思
力
れ
る
。

以
上

.
で
あ
ろ
う
し
か
上
近
と
く
に
マ
ス
コ

、
つ
て
強
迎
L
れ
て
い
る
の
は
様
か
で
あ

一
の
言
雄
匡
村
う
ま
で
、
な
く
、
こ
こ
数

'
切
っ
た
ご
と
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を

~
し
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
慈
味
は

=
冕
ば
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
よ

タ
ニ
エ
ル
・
、
ペ
ル
や
ハ
ー
マ
ソ
・
カ
ー

ム
れ
ば
『
物
』
中
心
で
あ
っ
た
工
業
化
社

ソ
『
物
』
が
あ
り
余
っ
た
大
衆
消
喪
社
会

棄
化
社
会
>
に
移
行
し
、
次
に
三
歌
産

後
の
社
会
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

~
"
代
と
は
ほ
ぽ
こ
の
三
次
産
業
化
以
後

の
社
会
に
等
し
い
七
一
二
て
ょ
い
だ
ろ
う
。
た

と
え
、
ば
従
来
、
'
品
那
帯
気
製
品
な
ど
の
メ

ー
カ
ー
が
小
心
的
だ
っ
た
"
代
で
あ
っ
た
が
、

★
核
店
舗

情
W
ヒ
寺
勺
で
ょ
加
的
な
主
塞
舌
列
ガ
活
発

化
す
る
こ
と
か
晶
度
の
恬
椛
消
"
型
大
衆
村

会
と
い
う
こ
と
か
で
き
る
。

情
縦
化
闇
鼬
の
あ
需
淡
会
で
倫
張
、

「
企
業
の
合
併
、
恊
業
に
ょ
る
合
理
化
、
経
賀

の
節
減
、
こ
れ
を
情
繊
化
と
も
、
あ
る
一
而
か

ら
は
盲
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
吊
W
^
,
^
獣
と
い
う
拶
介
コ
ソ
ピ

ユ
ー
タ
ー
の
利
用
な
ど
に
ょ
り
省
力
化
、
収
發

の
節
減
、
小
務
鐙
の
迅
速
化
、
正
硫
化
を
図

る
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
こ
れ
稲
帆
化
一
座
業
と

い
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
、
だ
ろ
う
:
:
:
」
。
と
、

見
ら
れ
、
消
繊
化
礼
会
刈
・
コ
ソ
ピ

、
〒
'
一
ノ
ー
一
ノ
ー
フ
'
ー
"
'

原
稔
会
に
お
い
て
は
自
分
が
食
べ
る
た
め

に
側
く
の
み
で
あ
う
た
武
代
が
細
分
化
し
各

分
野
、
分
野
で
の
専
門
的
に
分
頚
さ
れ
て
き
て

か
ら
ま
ず
一
次
産
条
出
現
、
そ
し
て
二
盗

業
、
三
次
産
茎
し
て
情
報
化
、
業
、
い
わ
ゆ
る

四
盗
条
出
説
し
た
わ
け
で
、
一
般
に
は
情

桃
化
社
会
と
発
展
し
て
い
く
わ
け
で
あ
ろ
う
。

情
蛾
化
社
会
、
コ
ソ
ピ
ユ
ー
タ
ー
利
用
の
効...一

巣
と
し
て
、
コ
ソ
ピ
ユ
ー
タ
ー
は
省
力
化
、

縦
化
の
た
め
に
一
最
的
に
は
小
渉
処
呈
の

迅
速
化
、
正
確
化
、
人
件
鬢
の
節
減
、
フ
ブ
イ社

ル
管
理
の
箪
糸
化
、
冏
接
的
効
果
と
し
て
、

内
青
繊
沈
通
の
円
溺
化
"
断
ν
"
羔
訊
一
止
の
辻
速

化
、
佐
化
、
<
止
業
の
イ
メ
ー
、
ジ
'
ア
ッ
プ
、

綻
管
状
況
の
、
需
、
職
員
倫
材
.
、
僻
の
配
置

転
換
な
ど
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
巾
央
の
傘
温
刈
適
所
へ
職
員
の
配
體

を
図
る
コ
ソ
ピ
ユ
ー
タ
}
室
長
が
口
己
を
力
ー

、
コ

る
^
^
口
に
は
、
^
^
^
の
^
リ
^
^
^
の
^
き

さ
、
商
品
の
品
ぞ
ろ
え
、
心
号
さ
、
核
店
舗
数

の
多
さ
、
硲
争
の
上
で
は
有
利
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
最
近
は
、
道
路
、
交
通
機
関
な
ど

地
域
構
造
の
変
化
で
、
古
い
商
店
街
に
対
し
、

新
し
い
商
店
街
の
発
朕
性
が
大
き
い
な
ど
の
変

化
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
、
商
店
街
で
も
、
亥

店
側
の
存
在
を
重
視
し
博
"
刷
専
ル
散
す
る

こ
と
に
ょ
っ
て
商
店
街
の
発
朕
を
は
か
る
傾
向

も
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

★
柳
生
街
道
周
辺
な
ど

「
大
和
青
垣
国
定
公
園
」
誕
生

鮓
災
小
'
は
「
大
和
帯
一
」
の
国
定
公
鬮

と
し
て
の
計
画
概
要
を
ま
と
め
厚
生
省
に
指
定

の
申
し
入
れ
を
し
て
い
た
が
こ
の
程
正
式
に
指

定
さ
れ
た
。

こ
の
「
大
和
語
一
国
定
公
剛
」
は
柳
生
街
池

沿
染
地
帯
の
目
終
松
の
也
城
と
春
日
山
こ
り

く
東
部
の
丘
陵
地
帯
で
、
奈
良
市
は
勿
論
火
理

桜
帯
に
ま
た
が
る
五
千
七
百
六
十
二
ヘ

一
」
、

-
ーク

タ
ー
ル
を
指
t
。
こ
れ
で
六
小
命
の
四
周
ガ

国
立
や
国
定
公
園
で
取
閥
主
れ
た
こ
と
に
な

り
、
更
に
平
城
山
一
帯
や
矢
山
丘
陵
も
指
定
さ

れ
る
よ
う
朋
査
'
災
施
の
段
階
に
あ
る
。

◇
柳
生
街
道
周
辺
地
域

◇
ハ
イ
カ
ー
述
の
人
気
を
器
て
い
る
が

「
柳
街
道
」
の
名
は
文
献
に
も
現
力
れ
て
V

な
い
。
剣
衆
小
説
の
テ
レ
ビ
化
な
ど
に
ょ
る
フ

ー
ム
に
「
柳
生
」
の
名
、
怠
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
之
介
び
た
も
の
で
、
付
一
虻
に
は
棚
少
小
城
代

家
老
の
昼
敷
断
や
江
戸
畍
代
の
面
影
を
し
の
"
、

名
一
リ
古
貯
ガ
多
く
県
で
、
◇
同
の
指
発
を
械

に
原
状
変
更
を
防
止
す
る
こ
と
に
靈
点
を
識
き

自
然
環
姫
の
保
護
を
は
か
る
こ
と
に
努
め
る
。

役
母

/
J
 
"
、
、

ノ

C
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望

役
駈
呼
に
多
く

ー
タ
ー
と
謬
y
え
ら
れ
る
の
が
大
力

希の

)

ー
タ
ー
時
代
と

一
「ル

町
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打マ店、的ソでーツなら
岻1'役夕き店ピーコ宅・、ヒ

ソて画ソ百ケバ割1るだ
い的夕貨ツラをま力け

店トエ果たをで・るに1
ヒ゜核なな も'>ーナCはー'ブ、ン同店どど つ速'
ター舗をがイイ店商六二く
1地をつ'ス'創i店店か

カスの街舗らガけ或配く こ
あ内置るれウトこででも

150 1
160 1

170 1

ノノ

ノノ

1 9.00~13.00
ノノ

ゞ

1 9.00~]6.001

ノノ

气゛'T

9.00~17.001

'^

/、、、水、9.00~16.001外'



.^^..^^、

,

◎お知らせ

人材開発コーナー速報.ノ
当所ではかねてより奈良公共職業安定所の恊力を得て橡記コーナーを設けご好評のうちに桜極的に求ノJ刑

発を統けて居りますがこの度呪秤叫6年1月以降の求1般者の一括りストを取纏めまし九ので足井ご不川U下さし、。
尚りスト中には既決定済のものもあるかと存じますのでその場合不悪ご諒承下さい。又ご希望の向きは当

所にお冏合せ下さい。
均 S46年1 打10日~至31120日分

0男子の部

希望職種求職人員希望職種求職人員

集金係 1名19名
業 4名7名

裁断工 1名紙2名
検査包装工 2名4名
宿直員 1名1名
労務管理 2名1名
調理士 1名1名
生産管理 1名2名
印刷活版 1名1名
用務員 1名1名
医薬品製造工 1名3名

]名

希望職種

一般翫務
守 衛
管理 職
雑 イX
旋盤工
美容師
機械修理

言1設1τ1.測 ^

』1!'

金属検査工
機械生産管理
経理那務
受付ホ務

セ1 1レを 1工

事務

tハ斗て

矛
、t

た'弓 ゞ

古
プラスチック
仕上
梱包工

H.座敷女
三〔接客

シソΣ〔
看護航,
アイロソ仕上
キーパソチャー

雑役

単労

0女子

求職人員

16名
9名
3名
4名
2名
3名
1名
1名
2名
1名
1名
1名

の部

希望職種求職人員

食堂幌作業 1名
糸繕工 1名
編物工 1名
牙t 塾t d二 1名
電話交換手 2名
英文タイピスノ

沽宛婦 1名
工業薬品分析 1名
製木工 1名
経理那務 1名
工業デザイナー 1名
邦文タイピスト 1名

洋裁工

回前頁より統き分

ノノノ

番号1年令1

岡年引

求

79

求

80

36

住

21

大和郡山市小泉町

職

住

21

ノノ

83

職

宇陀郡檪原町

39

束九梨町

84

奈良市西大寺町

ノノ

41

所

生駒町北新町

京終地方西側岡
ノノ

所

32

老

奈良市鶴郷則町

ノノ

亦巾肌」

■矧

者

西木辻綿町
ノノ

ノノ

もより駅

42 1 62 1

/ノ、
イ゛

同ゞ・1*

大和郡1_Ⅱ市下三橋町 11回鉄郡山 1
京終地力西側

西大寺岡

もより駅

奈良市あやめ池町

ノ、

近鉄榛原

ノノ

^

ス
北神殿

市内バス

弓爺己寺町一丁目

近鉄西大寺

ノノ

職

近鉄生駒

ノノ
二名町

職

南紀寺町
ノノ

就

種

ノノ

二名町

近鉄西大寺1

就

ノノ

種

ノノ

務

駈鉄あやめ池1 小

ilj

ノノ

中登美ケ丘
ノノ

、1.

ノノ

剖

ヴj

職

賃

鶴郷東町
ノノ

市内バス

ノノ

職

玉1

1近鉄富雄1 事務

ノノ

中登美ケ丘

仙1 工

ノノ

金」也

200

の

ノノ

に、,'知1噸羽"

五条山新町

160

ノノ

の

ノノ

170

,吊

奈良市

域

学圈朝日町

150

150

ノノ

希

軽作業

域 1 岫

160

19

奈良市東紀寺町

150

三碓町

務

ノノ

噛,

170

ド刈瞳知1 "

ノノ

ノノ

9.00~12.301

ノノ

150

ノノ

150

ノノ

ゆ.00~'.叫も一士"

東九条町

大和郡山市小泉町

問

9.00~16

バス赤膚山
学園則

ノノ

150

ノノ

140~150

奈良市青野町

150

ノノ

8.30~16.301

グループで価」
~きたい

150~200

学

ノノ

9.00~]4.001

小

子"

ノノ

ノノ

ノノ

近鉄沿線

00~16.001

園

近鉄富雄

ノノ

横領町

10.00~'.001徠、。匪"Υ奈良市

ノノ

岡三、、

00~16.001

150

磯域郡川西村保田

務

9.00~12.001

敷島町

、』ー

グノレーフで'リ
~きたい

" 1」

)

170

内 ノ、ス

奈良市興善院岡

バス北神殿

病院受村
事矛

00~16.001

バス小泉国寸

ノノ

ノノ

大利郡山市小泉町

180

30~15.301

駈鉄あやめ池1

雑

170

相楽郡加茂町

1 9.00~16,001

奈良市
生駒

ノノ

160

天理市岩屋吻

バス尼ケ辻

"■叫四 0.00~.'.叫1 150~170

事務

1又

駈鉄あやめ池

00~16.001

学園

奈良市中山町

そのイ也

150

00100~16

ノノ

ノノ

ノノ

00100~15

症之庄町
ノノ

加.00~".叫

170

国
大矛Π小

務

ノノ

40~16.001

東木辻町
ノノ

150

"ノ'、

国鉄加茂

9.00~16.00

学匝陣』日町
ノノ

150

洋チ
服地店員

1 国鉄櫟本 1

11・

'1包

良市

ノノ

あやめ池南岡

鄭 1_,・サ、1■.■0~N.訓

バス登美ケ丘

ノノ

六条緑岡

奈良市内

三碓町
ノノ

1士、日11促は休9.00~16 1みたい

150

内

天理線バス
庄

200
150

登美ケ丘
ノノ

窪J

9.00~16.001

天理市櫟本町
法蓮桜岡

功
"ぐ

150

奈良市南永井町

叫炊那婦が良い9.00~17

ノノ

180

断鉄あやめ池1

ノノ

ノノ

1近鉄学園前1

法蓮桜町

210

ノノ

@注 79丕~84番は汰頁下ぢ郷こあります。

ノノ

1 近鉄富雄 1

柏木町

9.30~16,001

ノノ

150

奈良市水閥町

0019.30~20

法蓮仲町

ノノ

ノノ

200

9,00~16.001

ノノ

ノノ

倒1径、水曜の叫み勧、たい9.00~16

150

1 国鉄櫟木 1

ノノ

ノ、

150

9.30~16.301

ノノ

ノ'、

ノノ

。。19.00~16

ノノ

西大 寺
あやめ池

ス

ノノ

150

ノ、 Jブ、
^

ノノ

ノ、

^^^

0019.00~17

150

ス

務

1バろ.(査L市1 幌作業

雑

200
150

ナL、 110.00~15,00
内 ノ、ス

●" 1 0.00~.0.叫

9,00~17.001

ブ、

200

0019.00~16

イ又
ノノ

160

ノノ

仕上

250

ノノ

ノノ

150~170

小:

ノノ

170

150~170

9.00~16.001

ノノ

0019.00~17

ノノ

ノノ

110.00~17.001

150

ノノ

ノノ

9.00~16.001

150~]60

200

110.00~16,001

ノノ

ノノ

150

扣.00~".001
ノノ

卯 1 奈'." 1■.00~".叫

ノノ

18

9 ' 00~16.001

ノノ

ノノ

9.00~16.001

ノノ

ノノ

9.00~13.001

ノノ

9.00~16.001
9.00~15.001
117.00~21.001

ノノ

ノノ

ノノ

その巳

雜役

1市内メス1縫製工

詐号十『1

イ

望
片

希

00

9
9

9
9

9

リ
μ
、
f
-

0

縫

業

ー
ヨ
、
h

作幌

奈

役

-
ー

一
「

前園学

.
ー一

刀

3563
0273

業
除

43
0

軽
掃

井
■

婦
伝

.
一
」
ー

家
家

■
、
.
゛
゛
゛
゛
゛
<

、、、、、~

23

4

奈

鉄
寺盗

国
法

工
役

包
雑

那

4

0

い
工

え
六
一
,
ー家

包
金
゛
Ⅱ園

近
学

ガ
ガ

24

勾H

4

18

2365

事

8

ケ
前

二
一
土
、

登く学

労
工
務

単

,
:
、
、
、
、
、
之
气

736

936

-
T
1弓ル

'舟

566
3476

-
E
平

6286

28

7
337
4
937

47
257

、
、
、

47
7587

イ

望

"、、

"
ー
゛
ー
゛
゛
ー
ん

也j金g
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-
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皿
健
康
保
険
■

雁
用
彬
だ
応
じ
て

辿
用
の
可
否
ガ
豹
W
さ
れ
る

゛
、ノ

ノ
ノ
ノ

労
災
保
険
■

ー
ト
で
も
一
胆
用

み
上
災
害
に
は
保
途
W
、
和
村
を

災
保
険
は
も
と
も
と
労
働
者
の
業
務
上
の

に
た
い
し
て
迅
速
、
・
公
正
に
災
害
袖
償
を

う
こ
と
を
H
的
と
し
て
い
る
。

の
た
め
、
こ
の
保
険
の
適
用
は
、
健
康
保

厚
生
年
金
傑
竣
な
ど
と
ち
が
い
労
働
岩
個

人
ガ
刎
入
t
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
佃
人

の
力
式
は
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
保
凌
に
加

る
の
は
、
一
而
基
難
法
の
事
業
、
つ
ま
り

主
、
詮
用
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

「
瑪
業
適
用
」
と
呼
ば
れ
る
、
の
で
、

要
な
一
操
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ

災
者
ヴ
屶
災
偶
徐
こ
勿
入
小
業
可
の
労
剰

あ
る
と
い
う
こ
と
か
明
硫
で
あ
れ
ぱ
、
こ

険
で
は
保
険
給
付
を
す
る
と
い
う
こ
と
に

b
け
で
あ
る
。

の
場
合
、
一
而
者
と
い
う
点
か
問
題
と
な

一
契
保
険
が
保
険
給
付
の
対
象
と
し
て

・
~
衞
者
蟠
商
基
準
法
上
の
労
佃
者
の
概

同
皆
だ
か
ら
、
常
用
、
臨
安
ア
ル
メ
イ

身
分
関
係
の
い
か
ん
に
関
係
な
く
、
出
業

用
さ
れ
、
賃
金
を
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ

ぎ
り
保
懐
和
村
の
刈
象
と
さ
れ
る
労
倒
者

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ

ー
ト
タ
イ
ヤ
ー
で
も
〕
誕
保
険
で
は
業

の
条
号
被
っ
玩
合
に
は
、
保
険
給
付

な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

保
険
料
手
続
上
の
留
意
点

の
よ
う
に
、
.
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
こ
の
保

.
、ノ

対
象
と
な
る
か
ら
、
亊
業
主
と
し
て
は
保

の
算
出
納
入
に
つ
い
て
、
当
然
、
こ
れ
ら

勧
者
の
分
を
含
ん
で
納
入
し
た
け
れ
ば
な

い
こ
と
に
な
0
て
い
る
。

労
災
保
険
の
保
冷
料
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に

条
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
年
冏
に
、
労
勧
岩
に
た
い
し
て
支
払
う

、L

^
^
上
凪
ム
^
^
に
^
{
^
の
保
^
^
^
を
^
じ
て
竹
ル
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
器
外
輪
の
う
ち

ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
分
を
含
め
て
符
す

に
、
.
ハ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
砦
t
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
年
度
当
'
仞
か
ら
予
定
さ

れ
て
い
る
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
は
、

曹
労
働
者
と
同
様
に
算
出
基
礎
に
入
れ
る
こ」

と
は
容
易
で
あ
る
か
年
永
年
始
の
よ
う
に

突
発
的
捻
入
れ
る
と
い
う
場
合
に
は
、

吋
、

年
度
末
の
硴
定
保
険
判
(
こ
の
保
険
は
原
卸
と

し
て
年
度
当
初
に
一
備
分
の
保
険
料
を
前
納

す
る
こ
と
こ
な
っ
て
い
る
:
・
概
一
楳
師
判
と

い
う
)
に
ょ
っ
て
粘
笄
す
る
と
い
う
方
法
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

.

■
就
業
規
則
■

新
し
い
規
則
の
作
成
を
一
般

従
業
員
と
異
な
る
取
扱
の
場
合

取
扱
い
(
適
用
の
基
準
等
)

以
上
の
よ
う
な
経
荏
か
ん
が
み
、
一

し

に
、
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
称
さ
れ
て
い
る
者
の

{う
ち
、
一
日
の
労
働
時
間
は
通
誓
而
者
の

そ
れ
よ
り
も
短
い
が
、
他
の
労
側
条
件
は
通
常

〕
而
名
の
そ
れ
と
同
輩
あ
る
者
(
靜
悦

労
老
)
に
つ
い
て
は
、
そ
9
而
市
場
の
ゾ

失
業
保
腔
よ
る
阜
お
必
荏
、
職
業

仇
、

船
介
面
に
お
け
る
紹
介
体
制
の
整
備
等
の
面
を

詣
し
つ
つ
、
当
面
、
つ
ぎ
に
ょ
り
取
り
扱
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
各
号
驫
当
す
る
者
で
あ
っ

①
て
、
そ
の
者
の
労
働
時
冏
、
貨
金
そ
の
他
の
労

佃
条
条
就
鐙
則
(
就
業
規
則
の
儒
義
務

が
課
さ
れ
て
い
な
い
小
業
他
あ
っ
て
は
そ
れ

に
準
ず
る
規
程
等
)
に
お
い
て
明
誓
定
め
ら

れ
て
い
る
と
譜
ら
れ
る
場
介
に
は
、
一
般
の

被
保
険
者
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

所
定
労
働
日
が
、
通
常
の
屶
勧
老
の

如
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
こ
と
。

同

一
Π
の
所
零
而
畍
製
、
お
お
む

ね
六
吽
型
上
で
あ
る
こ
と
(
た
だ
し
、
一

週
間
の
特
定
の
曜
Π
に
つ
い
て
当
該
取
業
所

の
通
常
の
街
者
の
為
時
閥
が
短
く
定
め

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
日
の
所
定
労

勧
"
問
に
つ
い
て
は
、
船
浦
む
ね
そ
の
四
分

の
三
以
上
で
あ
る
こ
と
)
0

W

常
用
労
務
者
と
し
臣
用
さ
れ
る
見

込
み
の
老
で
あ
る
こ
と
。

⇔
賃
金
の
打
額
が
通
述
の
定
め
る
一
定

額
(
現
在
は
月
領
九
七
五
0
円
)
以
上
で

あ
る
こ
と
。

困
労
側
断
階
お
よ
び
賃
企
を
徐
く
そ
の

他
の
術
条
集
当
該
事
業
所
の
通
山
勞
側

者
の
そ
れ
と
、
お
お
む
ね
同
様
で
あ
る
こ

と
。

四
他
の
社
会
保
険
に
お
い
て
被
保
険
者

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

な
お
、
上
の
基
準
に
該
当
し
な
い
短
時
開
就

労
者
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
礁
十
丙
職

的
に
一
儒
さ
れ
る
者
(
点
①
注
論
{
)
と
し

て
取
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

②

適
用
に
当
た
り
、
と
く
に
必
祭
あ
る

場
合
に
は
、
資
桜
祥
、
研
書
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
上
の
取
扱
い
は
四
十
四
年
七
月
一
日

③
か
ら
{
稔
L
、
そ
の
適
用
を
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
①
の
基
準
驫
当
L
な
い
老
で
あ

つ
て
も
、
七
月
一
日
現
在
に
船
い
て
す
で
に
被

Y
、

■
失
業
保
険
■

短
時
問
就
労
で
も
辿
用

N
^
^
^
^
の
^
^
を
^
乃
^
し

失
業
保
険
法
は
、
こ
れ
ら
パ
ー
ト
タ
イ
マ

に
対
す
る
適
用
に
つ
い
て
な
ん
ら
規
定
し
て
い

な
い
た
め
、
昭
和
二
十
五
年
以
来
、
行
政
通
述

の
定
め
る
基
準
(
陵
四
に
し
た
が
っ
て
取

り
扱
っ
て
き
た
が
、
近
年
に
お
け
る
街
市
場

の
変
化
女
補
者
倫
性
の
変
化
、
同
基
凖
の

抽
象
牲
父
た
め
、
・
尖
誓
は
各
県
に
お
い
て

認
譜
具
体
的
な
適
用
基
準
を
設
定
し
運
用

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者
は
、
失
業
保

険
の
被
保
険
者
と
し
な
い
。

イ
そ
の
者
の
受
け
る
賃
金
を
も
っ
て
家
計

の
主
た
る
部
分
を
ま
か
な
わ
な
い
者
す
な
わ

ち
家
計
補
助
灼
な
も
の

0

口
反
糧
継
統
し
て
就
労
し
な
い
も
の
で
あ

つ
て
、
廟
防
内
職
的
経
労
す
る
に
過
ぎ
な

い
も
の
。

保
険
給
付
で
の
留
意
点

。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
も
業
務
上
の
災
害
を
被

つ
た
場
令
に
は
、
懇
お
労
側
老
と
同
様
に
保

険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
。
ハ
ー
ト
4
イ
了
と
い
う
身
分
上
R

か
ら
な
ん
ら
差
段
な
い
が
、
労
災
保
険
の
保

金
給
付
の
う
ち
に
は
、
休
業
制
償
斧
村
師
害
保

賞
仏
、
仔
な
ど
の
よ
う
に
給
付
基
硯
日
類
に
ょ

つ
て
給
付
額
が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
給
刊
倫

類
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
通
敬
屶
働
岩
と
比
岐

し
て
、
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
場
合
に
は
ど
ぅ
し

て
、
こ
の
給
付
基
礎
県
が
低
額
と
な
る
と稔

い
う
こ
と
か
生
じ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、

基
礎
日
額
,
際
則
と
し
て
労
側
基
獣
法
姉
寸
二

条
の
平
均
貨
金
(
い
わ
ゆ
る
一
日
当
り
稼
W

金
)
売
礎
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
現
在
で
は

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

保
険
老
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
者
に
つ
L

て
は
引
き
絖
き
被
保
零
と
し
て
取
り
扱
っ
て

、
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

ー
ト
タ
イ
ヤ
ー
を
一
伶
す
る
<
業
は
ど
ん

.
、ノ

ど
ん
ふ
ぇ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
。
ハ
ー
ト
に
適
用

す
る
「
就
業
規
則
」
を
作
成
し
て
い
る
企
誰

'
惹
外
に
少
な
い
。
全
国
中
小
企
業
団
休
中
央
会

の
翌
で
、
従
苦
-
o
o
t
三
0
0
人
を

使
用
す
る
<
業
で
す
ら
、
。
ハ
ー
ト
タ
イ
ヤ
ー
の

就
業
規
則
が
「
あ
る
」
と
答
え
た
の
は
、
わ
ず

一
八
・
五
%
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

力

】
ト
タ
イ
マ
ー
と
い
え
ど
も
、
従
業
貝
一

。
ハ

0
人
以
上
を
使
用
す
る
事
辧
で
あ
れ
ぱ
、
就

業
規
則
を
作
成
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

は
、
窃
基
準
法
災
十
九
亀
定
め
ら
れ
て

い
る
と
お
り
で
あ
る
。

た
と
え
、
一
般
従
業
員
に
つ
い
驫
鏡
則

が
定
や
っ
れ
て
い
て
、
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

同
規
則
が
な
け
れ
ば
、
一
般
従
業
員
の
雛
木
規

則
、
松
用
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
は
、
一

般
従
業
貝
と
異
な
っ
た
定
め
を
し
よ
う
と
す
る

場
合
、
あ
る
い
は
異
な
っ
た
取
り
扱
い
を
し
て

い
る
場
合
に
は
、
新
た
に
就
業
規
則
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
b
け
だ
。
就
釜
則
に
定
め
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
翫
唖
は
、
労
働
基
準
法
第
八

十
九
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

省
略
す
る
。
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者さ業なをれはれ理るIt

しとれ所ど使健るなる由二十'
所かな'と法用康゜い」でだ
しるそ法定す保 ゜と・ーカ、と
'゜こノ~のる険仙か律らタ

理五にの種者で心「にパイ
、使事類のはのな健1マ

美米用業の製'雇れ康ト 1
容満さ所事造常用な保タ の
やのれは業'時形い険イ h11
飲従る強を販五態」の一用
食業者制行売人にと被1形
店員は適な'以応か保だ態
なを強用っ金上じ決険かは
ど使制事て融のてる者ら複
強用被業い'従判わにと雑
制す保所る建業断け「いで
適る険と小設員さでなう

ととののか
にい代監はつ
弍う償督 ま
る点とのそ り
゜をしもの
総てと出被
介報に業保
的酬労主険
にを務の老
判受を指の
断け提揮資
して供命格
てい L令が

う闇関れとに
゜に係るがはこ
耶t は」愛t 'の
実なと件小よ

はで業う
"あルRこ0)

使小法るに能
用業律が使康
関主上'用保
係とのこさ険
が使雇これの
あ用用でて被
るさ契いい保

〔これだけは知っておきたい〕
ト

タイマー

中小企業相談室

決る'をあこれ約うる険定かそ受る」るの「と者すどのけかと者有使いと
るう労'どをと無用うな
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る員を同者用
゜右!ξ乏え1;しこ 11下
任けをつ業
意れ得い所
邑はててに
舌 、 、 もナ
被そ知
保こ*従な
険にに業い
者使中員事
と用詰の業
すさし二所
るれ'分に
ーて知の使
い出一用

がるの以さ
で者認上れ
き全可のる

雇入れから解雇(退職)まで
て社パートタイマーの雇用の増大にともオCつ

会傑険、労何州呆険の取扱いがⅢ」題になってきた。

現状では、これらの保険の加入率は低く、従業

員100人以上の企業でも、労働・社会保惨Uこパ

トタイプーを加入させているのは5割以下と

いうのが尖情である。しかも、さらに重要な就

業脱則ですら、一般従業員川のはあってもパノ、^

トタイマー用の脱則はほとんど備えられていな

し。そこで、本号では労働・社会保険の取扱い

は法的にどうなるのか、就業規則はどうすれば

よいか。などの点を仰仟沈してみた。

(C

こか鴉そう

もわ険な康闇 険 う時'上な
』゛"、'ー'、"゛'、

いのにさ

るの殊際形ちの はで

こ る
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治
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治
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昭
弘

4
2
4

7
0
8

0
0
9

ー
ー

ミ
ニ
情
報
③

★
未
踏
社
会

い
ま
ま
で
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

1
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
社
会
か

朱
踏
社
会
で
あ
る
。
た
と
え
ば
経
済
面
で
日

本
が
G
N
P
 
(
国
民
総
生
産
)
自
由
世
界
第

二
位
を
述
成
し
た
の
は
米
、
英
、
仏
な
ど
の

欧
米
先
進
国
が
先
に
切
り
ひ
ら
い
た
道
を
た

ど
り
な
が
ら
辿
い
つ
い
た
の
で
あ
り
、
未
踏

社
会
に
は
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
の
小
さ
い
島
国
に
住
む

黄
色
人
種
で
あ
る
日
本
人
が
、
ア
メ
リ
カ
を

除
く
先
進
国
を
追
い
越
L
て
G
N
P
二
位
に

な
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の
未
踏
社
会
を

経
験
し
た
と
い
ぇ
ば
い
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
れ
は
細
曹
つ
い
て
で
あ
っ
て
、

大
筋
で
は
す
で
に
あ
る
ル
ー
ル
を
応
用
し
て

き
た
わ
け
で
、
厳
密
奪
嫁
で
の
詣
社
会

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

経
済
、
"
子
な
ど
の
諾
分
野
で
、
と
く
に

戦
後
の
ア
メ
リ
カ
は
鳶
社
会
倫
労
を
さ

ん
ざ
ん
な
め
て
い
る
。
人
類
問
題
し
か
り
、

ス
タ
ー
グ
フ
レ
ー
シ
"
ソ
(
不
況
下
の
物
価

商
)
し
か
り
で
、
い
ま
ア
メ
リ
カ
が
直
面
し

て
い
る
闇
題
は
ほ
と
ん
ど
米
踏
社
会
の
も
の

で
あ
る
。

^
し
^
、
日
^
、
^
一
」
^
^
ら
ア
メ
リ
カ
と

.
川
を
な
ら
べ
て
、
は
い
ろ
う
と
す
る
の
が
、

こ
の
米
踏
礼
会
な
の
だ
と
V
力
れ
る
。
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皆様の近代合理的な二家庭の延長
としてお気軽に二利用下さい
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.優雅な伝承美を現代風にアレンジLた新宴会場「金剛の間、1
(奈良ホテル別館)近鉄奈良駅上電話 0742 (24) 3101
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A)

r、

当所手持のスライド及びテープ名

商店経営シリーズ
サーヒスとは。
販売効率をあげるには。
上手なお客の応待法。
上手なお店の広告戦略。
経営改善への道。
お客は甜郭こ正Lい。
販売値段はーつしかない。
お客は満足をかう。
商店における陳列と照明。
ガガ(最寄品の都)
新しい販売。
商店街汎動。
包装の仕方。(基木編)
グ(応用編)

品質表示と販売促進。
繁栄する商店街。
1占頭販光の秘、訣。 G妾客編)

(陳列編)ノノ

これからの小売商店の生きる近。
今日の店舗、明日の繁栄。
税金を情iれない経営。
や方にも開かれている金融の窓口。
働きょい店、のびる店。
才!ハ、牙・を育てよう。
みんなで街づくり。
商店の労務管理(士)

(下)ノノ

これからの商1占主婦。
お客さまの買物心小モ。
1,冒員の一日(上)(新谷)
ガ(下)(1斤巻)

買力にも出米る店削1の診断(新巻)
安心を枝立くる。御y■
これからの商工青年。 d斤巻)
上手な仕入、下手な仕入。(新巻)
繁栄への近池。
新Lい販売力法、品質表示。
販売促進あの手この手。

一
^

1

^

内所3气■^

妥三屋実内所

f

、^ノ丁'、
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______^_ーーーーー^

^良;寸叉テ'ノレ

^

<6 3 0>奈良・奈良公園内
中央区銀座 7 丁目金城ビル
中村区西柳町名古屋都ホテル内

浅田

Ⅱ
12
13
14
15
16
17
18
]9
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

B}工場経営シリーズ

取締役
支配人

カギは貴カガ辻雄ってし、る。
ほやほやしちゃいられなし、。
やさしい複式飾'氾。
新Lい人闇関係。
ノよ旦関係のポイソト。
あなたもコストグウン出来る。
我々は原価を作ってVる。
下訥企業の経営改善。
売れる製品の作り力。

10 所得税のいろは。
11 中小企業の産業安金。
12 品質管理とは。
13 あな九にもできる工場診断。
14 (新巻)企業を伸ばす資金繰り。
d 実務訓練関係

正しい電話の応按。
正Lい受付と接待の仕方。
正Lい態度。
積極性を仲ばすには。
命令の受け方、服告の仕力。
会議の開き方。
話し方の技術。
T・W・1とは。
教え力の四段陪。

10 人を恊力させるには。
Ⅱ作業分析。
12 安全。
13 電話の心ヰロ。
14 停れ、見よ、そして,札ねよ。
15 1鞍抄}のモラール。
16 新しい労仙のれり力。
17 店員i訓練。
18 楽しし職場を竹るにば。
19 新岫.代の社員として、鯏_1織と仙人の'凋不Π)
20 劼剛のL力けこ、話Lかた

(販売を成功させるしこは。)
21 従業員と呉・iこ
22 明るV明1ヨをきづくために

(やさしV帳簿のつくりブD

電話田42(23)4101
電話 03 (572)8301
電話052(582)7871
国荘
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的
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教
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J
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国外内

特許・実用新案・意匠・商標

出願・審判'鑑定'相談・侵害事件・訴訟
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く事業場

生織j生加③2067
生詞台生嗣③2965
九条郡U_1②7246
天理天理②N53
八木橿原②1032
福原ネ削宮ク⑦04袷
壷阪高取 2043
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桜井桜井②62認代
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ク C?5271
力⑳1185
ク⑳0966
ク⑳64飢
ク⑮0987代
ク⑮0095
0 ⑮0091代
ク⑮0781
奈良⑮0096

刀又

1巳
ii/i
ノ、
/1 、

R
し、勺
_Υ乃
ヒ1ご1
L六
^

ー、1川
ノ

ん八

1 1 -

あやめ池
与女園剛
登美が丘
富雄

郵Π

電話サモや@'0 51'5 52
電話余良圃57郭・5756
電話京都(361)5345q口
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日本染織工業株式会社^^

取締役社_長越智 太郎Z子

営業種目
輸出・内需・綿・スフ・純毛・化(合)繊・麻蚊帳その他の製織並に染色整鰹、加1
A、製織硫帛・スフ・純毛・化(合)繊・麻蚊帳地・服地・芯地・モスリン・その他)
B、染色(綿・スフ・純毛・化(合)繊・麻織物の染色整理加工「特に枯鋼旨加工」)
(キリソモスリソ・キリソウール特1号)

本社工場奈良市大宮町2丁目3番7号
西大寺工場奈良市西大寺町 160

了ケズモン

京都商事部京都市下京区不明門通り六条下る
大阪営業所大阪市東区淡路町'2丁目野ロビル
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◎部品部

回用品部

各種外東・国産車部品
村'j禹品、 11!、!'

H イゞドライブシ_ーソチ,,.ーン加_親1'1,
J. A. F.耳吋別占

アクセサリー・ドライブ用1品

株式会社

奈良赫jケ西町35-2(専売公社通川
T E L 奈良φ742) 22-0106俄)
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◎会員の特典を生かして
^

、'労災保険""失業保険"事務組合に加入し企業の繁栄と事務の
簡素化をはかりましよう.ノ

^ ^

^

^

^

^

^

^●'..^

^

野所でば川1和41q・より公n行位.の安1出二,お1心えして労災保険・父業保険山卓務紕介

を設遣しその事拐を代行してご好評を得'くおりますが、今般史にその機能を充実して

谷位のご加入をお待ちしておりますので米加入の力はこの際是非加入されるようぉす

すめします。
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^

^

^

^

^

^

^

^

労災保険事務組合に加入されますと

イ保険加人の手統きは勿論、保険料の納付等諸手絖きは会議所が代行します

"嘔業上やそd")'弐族従業員VI、W刈加人が認められ、災害補償が受けられる

暢,典小'レ,り止 t

ハ労災保険事拐組介の規定により代行乎数料をいたゞきま1

例えぱ保険料5万円ですと当所会員の場合 2,500円非会員の場合5,000円

^

^

^

^

^

^

^

^

^ ^ ^

,ノ

^ ^

②

^

となつています

失業保険事務組合に加入されますと

イ就職、離職時の手統きゃ毎Hの保険料の計算から納付までーめの事務を代

行します

"欠業保険事務組合の規定により代行手数料をいたゞきます、例えば

従業員5人の事業所で当所会員の場合 350円、非会員の方は500円となつ
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^

^

ていまt

良市、メ:く◎不明の点は フJ丈

奈良商工会議所業務課

船問合せ下さい。
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